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住住住住住友友友友ゴゴゴムムムググググルルルルーーーーププププははは

タタタイイイヤヤ、ススポポポーーツツ、産産業業業品品品ののの分分分分野野野野ににににおおおおけけけけるるるる
真真にに価価価値値値値ああああるるるる企企企企業業業業ととととししししてててて

社社社社会会会会へへへへのののの貢貢貢貢献献献献ををを果たたししてていいきききまままますすすす。。。

持続持 可能可能な社な社な社な社会の会の会の会の実現実現実現実現に向に向に向に向けてけてけてけて、私私、私私たたちたちた にでにでに きるきることこと。

それそれそれそれは、は、は、は、地球地球地球地球環境環境環境環境へのへの配慮慮と安全・全 安心安心を両を両立す立す立するるるる

高品高品高 質な質な商品品の提の提供と供と日々日々日々日 の事の事の事の事業活業活業活業活動を動を動を動動を動をををををを通じ通じ通通じ通じ通通じ通じじ通じ通じ通じ通 ててててててててて

世界世界界の人の人の人の人々に々に々に々にとっとっとっとって快て快て快て 適で適で適 魅力魅力あるあるあるあるるるるるるるる新し新し新し新し新し新し新し新し新しし新ししししいいい生い生い生い生生い生い生い生い生活価活価活価活価価活価活価価活価価活価活価値を値を値値を値値値値 創創出創創創創創出創出創出創出創出創出創出創出創出創創創出出するするするすること。。。

人と人と人と人と地球地球地 にとにとってって真に真に価値価値あるあるるるるるるるる存存存存存在存在在存在在在存在在在でであであであであででで り続り続り けるけ こここととこそそそががががががが

私た私たち住ち住友ゴ友ゴムグムググルールーループのププののの目目目指目指指指目目指指すすCすCすCすCすCすCCSRSRSRSRSSRS 経営経営経営経営経営経経営営ですですでででで 。。。
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住友ゴムグループの理念とCSRの考え方
住友ゴムWAY/CSR活動基本理念/長期ビジョン行動イメージ

マレーシア
スンガイペタニ川の水質浄化活動

人にやさしく夢をかたちに

「4D NANO DESIGN」の進化による
環境配慮タイヤ用途の拡大

タイ新工場における
完全ゼロエミッション達成に向けた取り組み

緑化整備によってよみがえったお須原山
す はら やま



住友ゴムグループは、1909年に我が国初の近代ゴム工場として創業して以来、

変革と挑戦の歴史のなかで常に魅力のある商品の提供に努めてきました。

そのバックボーンとなっているのは、住友の歴史のなかで長く受け継がれてきた「住友事業精神」と

「ダンロップが培ってきた先進性」、「住友ゴム独自の自由闊達さ」です。

「住友事業精神」には「住友の事業は住友自身を利するとともに、国家を利し、

社会を利する事業でなければならぬ」という社会に対する強い使命感がこめられており、

当グループの企業理念のベースとなっています。

そして、この「住友事業精神」を全うすることこそが、

当グループにとってのCSR（企業の社会的責任）であると考えています。

2012年、私たちは、"GO for NEXT"を新たなスローガンに、2020年を目標年度とする住友ゴムグループの新たな長期ビジョン
"VISION 2020"を策定しました。この"VISION 2020"のもと、これまでの「世界一の価値」に加えて「新たな挑戦」を行う
ことにより、「高収益・高成長の真のグローバルプレイヤー」を目指すとともに、「ステークホルダーにとっての価値向上と、全社
員の幸せを追求」することにより、企業の社会的責任を果たしてまいります。

長期ビジョン行動イメージ

理念体系

住友ゴムグループの

理念とC S Rの考え方

Phi losophy 
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信用確実   人間尊重   技術重視   社会への貢献

長期ビジョン
行動イメージ

◎高収益・高成長の真のグローバルプレイヤーになる
◎ と 価値向上と 全社員 幸 を追求す◎ステークホルダーにとっての価値向上と、全社員の幸せを追求する◎ 価値向 社員 幸 求す◎ステ クホルダ にとっての価値向上と、全社員の幸せを追求する

「信用と確実「信用と確実」」「縦と横のつながり「縦と横 ながり」」「目標を高く「目標を高く」」「人を育てる」「人を育てる」

世界一の価値をさまざまな事業領域で
提供し続ける企業集団を目指す提供し続ける企業集団を目指す

目標達成のための目標達成 ため
成長エンジン・
新たな挑戦新たな挑戦新たな挑戦

住友ゴムWAY

長期ビジョン

Go for NEXT

新市場への挑戦

世界一の現場力・開発力・技術力 業界No.1の収益力

飽くなき技術革新 新分野の創出

創業100周年を迎えた2009年、これからの100年をこれまで以上に発展させていくために住友ゴムグループとして大事にしたい価値観
と行動原則を誰の目にも見え、体系だてて理解できるよう「住友ゴムWAY」として整理・集約しました。海外拠点の増加など、事業の
広がりやグループ規模の拡大にともなって多様な価値観を持つ人たちが当グループの事業活動に携わるようになるなか、「住友ゴム
WAY」として、従業員の行動や判断のベースとなる共通の価値観や考え方、仕事の進め方を共有することがグループ全体の結束力
を高め、世界で安定した製品・サービスを提供し続けるために必要不可欠であると考えています。こうした価値観や行動原則をあら
ためて企業風土のなかに根づかせていくことでCSR活動を活性化させ、社会から信用される企業グループを目指していきます。

私たち住友ゴムグループは、企業の社会的使命を果たすために、
グループ全社員の幸せを追求し、広く地域・社会に貢献し期待され信頼される
グローバルな企業として、快適で魅力ある新しい生活価値を創出し続けます。

◎ 現地現物主義に立って、お客様の期待に応え、よりよい製品を責任を持って提供します。
◎ 堅実な経営基盤をもとに時代の変化に柔軟に適応し、新しい時代を切り開きます。
◎ 独自技術および研究開発を充実させ新たなニーズを積極的に開拓します。
◎ 地球環境に責任を持った企業活動と環境に優しい技術開発を進めます。
◎ 「魅力ある職場環境」と「ゆとりある生活」を創出します。

●お客様第一　●現地現物
●科学的アプローチ
●継続的改善

●常に問題意識を持つ
●ベンチマークする

●仕事を通じて指導する
●チームで仕事の
　成果をあげる

●人に関心を持ち、お互いを知り合う
●対話によるコミュニケーション
●部門を越えた報連相

信用と確実 縦と横のつながり 目標を高く 人を育てる

住友ゴムW A Y

C S R 活 動 基 本 理 念

Green initiative

Next-generation product development

Kindness to employees

Integrity for stakeholders

緑　化

事業活動の環境負荷低減

次世代型技術・製品の開発

人にやさしい諸施策

ステークホルダーへの誠実さ

CO2　排出量の低減
グローバル環境経営の推進

人材育成と働きがいの向上

安全で働きやすい職場づくり

ワークライフバランスの推進

コーポレート・ガバナンスの充実
コンプライアンスの徹底
ステークホルダーとの対話促進
社会貢献活動の推進
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Ecological process

森づくりを通じた地球温暖化防止への貢献

森づくりを通じた地域との交流

環境配慮商品の開発

「安全・快適」「経済性」「品質」の追求

住友ゴムグループは、地球環境や社会をGENKIにする活動を通じて、持続可能な社会の実現に貢献し、
社会から信用される企業グループを目指します。
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■企業理念

■CSR理念

■CSR
　ガイドライン

■価値観

■行動原則

住友ゴムグループは、地球環境への取り組みを
経営上の最重要課題の一つとして位置づけてい
ます。2009年3月、当グループは、環境省が創設
した「エコ・ファースト制度」に基づき、環境大臣
と「エコ・ファーストの約束」を
取り交わしました。この約束
は、ほぼ達成できましたので、
このたび、2012年3月に新たな
「エコ・ファーストの約束（更新
書）」を環境大臣と取り交わし
ました。

環境保全を
最重要課題と位置づけて
「エコ・ファーストの約束」を推進

環境トップランナー企業の環境保全に関する行動をさ
らに促進していくために、企業が環境大臣に対して京
都議定書の目標達成に向けた地球温暖化防止対策
など、自らの環境保全に関する取り組みを約束します。

エコ・ファーストの
約束とは？
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この日は、農山村との交流を求める市外からの参加者の一
行も。地域の自然を育む活動は着実に広がっています。

お須原山は標高419m、面積約2ヘク
タール。愛知高原国定公園の一部と
もなっています。名古屋工場が地元と
ともに「GENKIの森」整備活動を推進
中で、2013年3月17日には4回目とな
る植樹に50余名（地元住民半数）が
集まりました。

工場のGENKIチームが山肌を拓き、地元の皆さん
も一緒になって山道を整備してきた山が、植樹に
よってさらに輝こうとしています。

皆で話し合い、季節の花が楽しめる自然公園を
目指すことに決定。植樹にも思いがこもります。

工場敷地内で挿し木により増やしたア
ジサイやツツジのほか、ユキヤナギやカ
タクリなど406本の苗を１本1本植えま
した。

　鬱蒼とした草木に覆われていた山腹は美
しく間伐され、貴重な植生やユニークな形の岩
の景観を活かした、遊歩道も設けられました。
過疎や高齢化などに山の再生を阻まれていた
地元の人々の喜びは大きく、2012年3月からは
山での地域交流が始まりました。ともに山道
の整備や植樹に取り組み、作業後は麓の
公民館でふるまわれる手料理に舌鼓を打
つことも恒例に。地元の小中学生を山に
迎えたり、逆に盆踊りなど地域の行事に招
かれたりと、交流はますます深まっています。

　基盤整備が一段落したお須原山ですが、
維持管理の手をゆるめれば、たちまち荒れ山
へと戻ります。そこで今後は、地元主体の維
持管理活動を支えていきたいと考えています。
　折しも、2013年7月28日には、山頂の御鍬
（おくわ）神社で13年に一度の祭礼が催され
ます。山が再生され、麓にある13の字（あざ）
では祭りへの気運が高まっています。こうした
山への愛着を求心力に、地域と手をたずさえ
て、緑化活動が根付き、ふれあいの輪が大き
く広がっていくことを願っています。

森づくりを通じた地 域との交流

緑化整備
よみがえ
お須原山
住友ゴムグループは、国内外において、〈100万本の郷土の
森づくりプロジェクト〉を中心とする緑化活動に力を注いでいます。
緑化活動は、「CO2削減への貢献」のみならず、「植樹に
よる土砂災害の防止」や「生物多様性保全への貢献」、
さらに「地域との交流」という多様な目的をもって
います。山の緑化整備を通じて、地域の人 と々
の深い交流が育まれた事例を報告します。G

Green
Green ini t ia t ive

Report .1
緑化

重点報告

鬱鬱鬱蒼鬱蒼鬱蒼鬱蒼としたとしたとししとしとと 草草草木に草 覆われてい
しく間しく間しく間しく間伐伐伐伐され、貴貴重重重重重重な植生やユニ
の景観を活かししたしたした、たたた 遊歩道遊遊遊 も設
過疎や過過 高齢化化化などなどなどになどにどににどに山山山の再山 生を
地元の地元地元 人々のののの喜喜喜びは喜喜喜喜 大きく、201
山山での山での山での山での山での山での地地域交地域交地域交流が始まりました
の整備や植樹に取り組み、作
公民館公公 でふるまわれる手料
つこつこつこつここことこ も恒例に。地元の小
迎ええええたえたたたり、逆に盆踊りなど地
かれたたたたりりりと、り 交流はますます深

域域ととのの交交流流

おいて、〈100万本の郷土の
緑化活動に力を注いでいます。
献」のみならず、「植樹に
様性保全への貢献」、
様な目的をもって
、地域の人 と々
報告します。

各事業所における地域との交流

ビオトープに地元園児によるメ
ダカの放流など、地域とともに
取り組んでいます。

エサのエノキを育て、国蝶オオ
ムラサキを繁殖させ、地元園児
などと見学会を開いています。

手づくりのビオトープでホタルを
育成し、鑑賞会で地域との交
流を深めています。

地元の女子高生がどんぐり苗
の育成や植樹に参加。取り組
みの輪を広げています。

宮崎工場 市島工場 白河工場 神戸本社

正に悪戦苦闘の連続。切り株でけがをしないよう地面すれすれ
で木を伐採するため、土で鋸が傷み、その手入れも大変でした。

地元の小学校では、総合学習の一環でお須原山を訪ね、山道の
整備や植樹を通じて、身近な自然の大切さを学びました。

愛知県豊田市愛知県豊田市
東萩平町お須原山東萩平町お須原山
ひがしはぎひらちょうひがしはぎひらちょう
愛知県豊田市
東萩平町お須原山
ひがしはぎひらちょう

す 　 　 は ら 　 　 や ま

最初に地元の方々にお会いして山を案内していただいた
時、皆さんの純真なお人柄に魅せられました。実は整備
活動はまだ検討段階だったのですが、その場で「やらせ
てください！」と志願した次第で。直感した通り活動は本
当に楽しく、地域の一員として汗を流し続けたいという思
いがますます募っています。

山の整備は地域の念願で、町を出た人からも会費を募り
木の伐採などに充てていましたが、人手も資金も足らず
難航していました。そこに住友ゴムさんが現れ、荒れ山を
みるみるきれいにしてくれました。今では子どもたちにも活
動が広がり、故郷を思う心が育っています。今後も末永
い交流を願ってやみません。

地域の方々との触れ合いは、なによりの宝 これからも、ぜひ末永い交流を願って

麓の13の字の一つ、東萩平の公民館前に集う、植樹に参加した
皆さん。作業後の食事会も恒例となり、毎回楽しく盛り上がります。

倉島 貞夫 （右）東萩平町敷島自治区 区長 近藤 正臣さん

　住友ゴム工業名古屋工場では、敷地内で
どんぐりから育てた苗木を提供するなど、緑
化を通じた地域交流を活発に行っています。
　そうした活動を続けるなかで、2010年、豊
田市内に荒れた里山があることを知り、地元を
訪問。“お須原山愛好会”との交流が始まりま
した。そして同年6月、お須原山を「GENKI
の森」として5年間お借りし、整備する活動が
スタートしたのです。
　とはいえ、当社従業員によるチームは山の

素人。急な傾斜、蜂・毒蛇、夏の炎暑・冬
の寒風など、作業は困難を極めました。それ
でも1年半に及ぶ努力の結果、不可能にも思
えた山の整備は見事に実を結んだのです。

お須原山との出会い
悪戦苦闘の整備活動

生まれ変わった山
深まる地域交流

維持管理に向けて
広がる活動の輪

〈100万本の郷土の森づくりプロジェクト〉
2009年度から20年間で世界に100万本の木を植える「郷土の森づくり」を実施。
計画をはるかに上回るペースで植樹が進み、すでに計画は200万本に上方修正
されています。

天然ゴムの生産地であるタイでマングローブの苗木
を植樹する「Team ENASAVE（チーム・エナセー
ブ）」キャンペーンをはじめ、世界各地の生産・営業
拠点で植樹活動を推進。

［海外］
［海外］

「未来を植える！どんぐりプロジェクト」を土台に全国各
地の「住友ゴムGENKIの森」で植樹活動を進め、
地域で拾い育てた苗木により各地域の生物多様性
の保全を図る。

［国内］

［国内］

「Team ENASAVE」
キャンペーン

海外事業所の
緑化活動

（マングローブの植樹）

どんぐり
プロジェクト

その他の
植樹活動

（詳細は、P17をご覧ください）



アンケートに協力してくださった地域住民の方々。

村のお祭りに参加して、STECの環境への
取り組みを地域住民の方に説明しました。

多くが農家出身の現地従業員たち。環境に対する取り組みの
重要性を、一つずつ、そして楽しく学んでいきました。

毎朝の朝礼で行っている品質・環境・安全に関する唱和。
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　当グループは、ISO14001のグローバル統
合認証の維持と、主要製造拠点すべてにお
ける完全ゼロエミッションの達成に努めてい
ます（→詳細P23）。タイの新工場STECで
も、ISO14001の認証取得とともに、完全ゼ
ロエミッションは必達の目標となりました。
　しかし工場周辺は、住友ゴム工業も出資
する天然ゴムプランテーションなどが広がる
農業地帯。地元で採用した従業員の多くは
農家出身で、半数以上は会社で働くことも初
めてでした。そのため、工場で取り組むべき
環境配慮やゴミの分別回収などについて全
く予備知識がなかったのです。活動は文字
通りゼロからのスタートとなりました。
　まず活動の中心となる環境担当のリーダー
たちは勉強を重ね、必要となる知識を習得。
環境管理者の免許も取得しました。そして環
境関連施設の整備とともに、いよいよ全社で
の取り組みが始まりました。最大の課題は 、
“いかに従業員の理解を得るか”です。

グローバル環境経営の推進

タイ新工場における
完全ゼロエミッション達
に向けた取り組み

STECで取り組まれた環境関連施設の整備

2012年8月から環境関連工事を開始。10月には
分別回収のためのゴミステーションが完成しました。

ゴミステーションの建設
保管している原材料からしみ出す水が外部に流出
しないように、排水溝を整備しました。

工場周辺の排水溝整備
雨季にも排水溝から水が溢れ出ないよう、水を一旦
貯留するための貯水池も設けました。

貯水池の設置
臭気を中和する天然香料が自動噴霧されるノズル
が付いたポールを、工場周辺に張り巡らしました。

臭気中和ノズルの設置

ISO14001認証の取得とともに、完全ゼロエミッションの
達成と環境への取り組みを進めてきました。特に注意した
点は、環境について全従業員に理解してもらうこと。また、
STECの活動を広く近隣の皆さんに理解してもらうことで
す。そのために、全38回の従業員訓練を実施し、近隣の
皆さんには環境説明会を開催しました。今も継続して活動
を実施しています。これからもSTEC全員の力で、今より
もっと環境にやさしい工場になるために頑張っていきたいと
考えています。

もっともっと環境に
やさしい工場を目指して！
STEC環境活動のリーダー
Sirinapa Buamee（ニックネーム：Annさん）

住友ゴムグループは、2010年3月に国内外の主要製造拠点で完全ゼロエ
ミッション※を達成。その後新たな拠点でも、完全ゼロエミッションを達成して
きました（→詳細P21）。その一つが、タイの天然ゴム加
工工場（STEC）です。グループ内では幾度も繰り返
されてきた挑戦ですが、現地従業員たちにとっては
全く初めての経験。2012年2月、初心の意気込み
に溢れながら、目標達成に向けて全社一丸となった
プロジェクトがスタートしました。

工場内に立てられた
環境活動PRののぼりE

Ecology
Ecologica l  process

g

Report .2
事業活動の環境負荷低減

現場で行われた4Sの訓練。

2013年からは、タイの全国環境活動にも参加。

パネルやテキストを使用して
真剣に行われた勉強会。

地域住民の方に、STECの環境への取り組みについてアンケート
調査中のAnnさん。

　従業員が身につけなければならなかった
のは、環境配慮の意識とそれを現場で実践
する習慣です。朝礼と勉強会を二本柱に、
繰り返し学ぶことが大切でした。

　朝礼では、品質、環境方針、安全の条項
を日々 唱和することにしました。最初は皆、貼
り出した文字を目で追いかけていましたが、や
がて全員が暗唱できるようになりました。
　勉強会は、独自のテキストをもとに毎回90
分ほど実施。時には実地で、ゴミなどの現
物も見せながら説明を行いました。特に4S
（整理・整頓・清潔・清掃）に関しては、現
地現物での訓練を徹底させ、職場対抗の
4Sコンテストを企画するなど、楽しく取り組め
るよう工夫を凝らしました。
　こうして継続した勉強会は10カ月で38回
にも及び、従業員の意識と行動は大きく変わ
りました。そして2012年12月にISO14001の
認証を取得。2013年1月には、完全ゼロエ
ミッションを達成したのです。

　STECでは天然ゴムを扱うため、臭気や
廃水の対策も欠かせません。これらに対す
る地域住民の関心も高く、人々から理解を
得ることも重要な取り組み課題です。そこで
2012年10月、大勢の人が集まる地域のお祭

りに参加させていただき、説明会を開きまし
た。2回のイベントでは、お集まりいただいた
2町村115名の住民の方々に、臭気や廃水を
はじめ、環境全般への取り組みをご紹介。
同時に、地域の方 と々の交流を深める良い
機会となりました。
　今後は、他の近隣4町村に対しても同様
の説明会を実施していきます。また、2013
年6月を環境月間として、工場見学会や品
質・環境展示会などを行い、より多くの地域
住民の方 を々お招きする予定です。
　また、知事を表敬訪問し、環境活動全般
について説明しました。県の環境調査官の
来訪に際しては詳しい報告に努め、取り組
み内容を積極的に報告。役所にも理解を深
めていただいています。

※完全ゼロエミッション：埋立廃棄物量をゼロ、再資源化率100％（住友ゴム工業では再資源化目的で処理された廃棄物の全量を再資源化量としています）。

多くが農家出身の従業員
ゼロからのスタート

繰り返された勉強会
知識と現場訓練の徹底

環境意識を相互に高める
地域住民との交流

タイ王国タイ王国タイ王国

タイ王国ウドンタニ県に2009年設立。
2010年12月から生産を開始した、天然ゴム加工工場。
従業員数316名。（→詳細P39）

Sumirubber Thai Eastern
Corporation Co.,Ltd.（STEC）
スミラバー タイ イースタンコーポレーション

もっともっと環境に
やさしい工場を目指して！
STEC環境活動のリ ダ

工場内に立てられた
環境活動PRののぼり

重点報告
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走行中のタイヤの接地状態を地下から観測できる接地面
観測ピット。環境配慮タイヤの開発には、素材開発ととも
にトレッドパターンの開発が欠かせません。

世界の道路とさまざまな走行シチュエーションを再現した
「住友ゴム・岡山タイヤテストコース」

カーボンとポリマーの絡み方など、かつては不可能
だったことがコンピュータ上でシミュレーションできるよ
うになりました。

近い未来、タイヤの歴史を大きく変える
新商品が「大規模分子シミュレーション」
によって誕生しようとしています。

シミュレーション技術がいかに進化しても、人間
の発想と志が私たちの技術基盤です。

タイヤはドライビングの安全性
や快適性を支えています。

豪雨や凍結した雪道のテスト
が実地で試されます。

これまでの数百倍規模の計算が可能となり、「大規模分子
シミュレーション」を実行するスーパーコンピュータ「京」。

　新材料開発技術「4D NANO DESIGN」
は、世界最高性能の放射光施設SPring-8と
世界最大規模の計算能力を有する地球シ
ミュレータの連携により、2011年に開発した
革新的な技術です。この技術によって、通
常の材料開発に用いられる3次元（3D）に
時間軸を加えた4つの次元（4D）で解析し、
ナノレベル（100万分の1ミリメートル）で分子
の構造や性質を自在にコントロールすること

　新材料開発を担うシミュレーション技術は
ますます重要度を増しています。当グループ
は、「4D NANO DESIGN」のさらなる進化
に向けて、世界トップレベルの計算能力を有
するスーパーコンピュータ「京」を活用。これ
までは再現が困難だったタイヤ用ゴムの内
部を、大スケールでしかも分子・ナノレベル
で忠実に再現し、解析することが可能となる
「大規模分子シミュレーション」の技術開発
を2012年9月より進め、2013年3月より開始
しました。ここで得られる成果を活用し
「ADVANCED 4D NANO DESIGN」として
2015年中に確立、2016年以降の新商品に採
用する計画です。

環 境 配 慮 商 品の開 発

新材料開発技術

の進化による
環境配慮タイ
用途の拡大

N
Next

Next-generat ion product  deve lopment

Report .3
次世代型技術・製品の開発

「4D NANO DES IGN」のスタッドレスタイヤへの応用

氷上ブレーキ性能を向上させた
強くて柔らかい「ナノフィットゴム」

「ADVANCED 4D NANO DESIGN」への進化「大規模分子シミュレーション」

スタッドレスタイヤにとって最も重要なのは、アイスバーンで
のブレーキ性能です。そこで「4D NANO DESIGN」に
よって、氷をナノレベルで徹底研究し、ゴムの特性をシ
ミュレーション。ナノ領域での柔軟性とマクロ領域で
の剛性を両立した「ナノフィットゴム」を開発し、ダン
ロップ史上最高の氷上性能を実現しました。
（左ページ下図参照）

トラック・バス用タイヤ開発の課題は、大きな荷
重への対策です。「エナセーブSP688」は、荷
重時の変形を抑え、転がり抵抗を抑制する新パ
ターンを採用。さらに「4D NANO DESIGN」に
よって、ポリマーとの絡みを増した最適なカーボン
構造を持つ新コンパウンドを開発。低燃費性能と
耐摩耗性能を高いレベルで両立しました。

「4D NANO DESIGN」

目標

目標

2013年

2015年

100％石油外
天然資源
タイヤ発売

転がり抵抗50％
低減タイヤ発売

地球環境の
ためにタイヤが
できること

省資源 低燃費性

原材料

「エナセーブ」
シリーズ

目ネイチャー
セーブ

目エナジー
セーブ

商品コンセプト

商品コンセプト

環境配慮商品の
開発テーマ

住友ゴムグループは、「原材料」「低燃費性」「省資源」という3つ
のテーマに沿って、環境に配慮した素材で低燃費を実現する次世
代タイヤの開発と普及を進めています。その代表ブランドである
「エナセーブ」シリーズは、〈ネイチャーセーブ〉と〈エナジーセーブ〉を
コンセプトに、環境配慮タイヤのラインアップをより幅広い用途に広
げ続けています。それを支えているのが独自の新材料開発技術
「4D NANO DESIGN」です。

　環境配慮タイヤ普及の鍵は、商品ラインアッ
プの拡大です。しかし、タイヤは用途によって
要求性能が異なるため、適用カテゴリーを広
げるためには分子レベルから異なる素材開発
が必要となるのです。そこに「4D NANO 
DESIGN」が活かされ、2012年度も新カテゴ
リーの環境配慮タイヤが誕生しました。

「住友ゴム・タイヤテクニカルセンター」では、
試作品をもとに、転がり抵抗や摩耗エネル
ギーが実際にテストされます。

ができるようになりました。シミュレーション領
域が格段に広がったことで、画期的な新素
材開発の道が開けたのです。

提供：理化学研究所

ゴム内部を分子レベルで
大スケールかつ忠実に再現する
シミュレーション技術

スーパーコンピュータ
「京」を利用した「大規模分子
シミュレーション」が切り拓く
環境配慮タイヤの未来

資
を
代表
エ
り幅

　環境配慮タイヤ普
プの拡大です。しか
要求性能が異なるた
げるためには分子レ
が必要となるので
DESIGN」が活かさ
リーの環境配慮タイヤ

最も重要な
こで「4D N
ルで徹底研究
領域での柔
ナノフィット
氷上性能を実
照）

トラック・バス用タイヤ開発
重への対策です。「エナセ
重時の変重時の重時 形を抑え、転がり抵
ターンをタ 採採採用。さらに「4D N
よよよよよよって、ポリポリリマーとの絡みを増
構構構構造を持持持つつ新コンパウンドを開
耐摩耗耐摩耗耐摩耗性耐耐 能を高いレベルで両

目標

目標

2013年

2015年

100％石油外
天然資源
タイヤ発売

転がり抵抗50％
低減タイヤ発売

新材料開発技術

ススススーパパーコンピュー
「京」を利用した「大
シミュレーション」が切
環境配慮タイヤの未

スタッドスタッドレスタイヤにとって最
のブレーのブ キ性能でキ す。そ
よっててて、氷をナノレベル
ミュミュミュレーション。ナノ領
の剛性を両立した「
ロップ史上最高の氷
（左ページ下図参照

トラ ク バ 用

資源」という3つ
を実現する次世
表ブランドであであるるる
エナジーセーブ〉を
幅広い用途に広

通常使う3D（3次元）に時間軸を加えた
4つの次元で解析し設計するナノレベル
の材料開発技術

新材料開発技術
4D NANO DESIGN

+

ナ
ノ
領
域
の
可
視
化

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
領
域
の

拡
大
化

よ
り
広
範
囲
な
タ
イ
ヤ
へ
の
応
用
へ

調べる

予測
する

引き
出す

作る

ナノレベルで
分子の構造や
性質を自在に
コントロール

材料開発を
スピードアップ
させる
基本コンセプト

トラック・バス用タイヤへの展開

スタッドレスタイヤへの展開

「4D NANO DESIGN」が
可能にした環境配慮タイヤの
適用カテゴリーの拡大

マクロ領域の剛性アップで
アイスバーンでのエッジ効果向上

ナノ領域のゴムの柔軟性で、
アイスバーンの凹凸に密着。

アイスバーンアイスバーン アイスバーン

トレッドゴム

マクロ領域 ナノ領域 マイクロメートル（1/1,000㎜） ナノメートル（1/1,000,000㎜）

大規模分子シミュレーション

サブナノメートル（1/10,000,000㎜）

「ナノフィットゴム」は、高密度シリカと新開発した軟
化剤の絶妙な配合により、ゴム全体は強く、接地面
だけを柔らかくすることに成功。マクロレベルでのブ
ロック剛性を高め、また、アイスバーンのナノレベル
の凹凸にしっかり密着し、氷上でのブレーキ性能を
大きく向上させています。

タイヤゴム中の素材の“不均一性”や“構造の偏り”を忠実にシミュレーションし、
タイヤゴムの性能を予測し、素材設計します。ナノ領域の柔軟性とマクロ領域の剛性を両立

この領域すべてを分子レベルで丸ごとシミュレーション

重点報告
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　「LYWP」の一環として2009年度に行った
ディスカッション中心の取り組み「LYWPセミ
ナー」は、異なる職種の社員が話し合うこと
の大切さを教えてくれました。これがきっか
けとなり生まれた「語る場」は、普段の仕事で
はつながる機会の少ない社員が集い、オー
プンで自由な会話ができる場。さまざまな価
値観を持った人と語り合うなかから、新しい
刺激や発想を得ようという試みです。「語る
場」での出会いから、社員相互のつながりが
大きく広がっていくことも期待しています。

　「語る場」などから生まれる「タテ・ヨコ」の
つながりは、“一人ではできない何か”への夢
を育み、実現を可能にします。そんな“チー
ムの力”を支援し活動を盛り上げていくため
に、「LYW STYLEコンテスト」を実施してい
ます。チームによる活動をコンテストで審査
し、優れた活動に資金などの援助を行ってき
ました。2013年度からはより実践を重視し、
建屋や工場単位で取り組むチームを対象に
審査する方法に改めました。数々のチーム
が、夢の実現を目指し活動を行っています。

L o v e  Y o u r  W o r k !  プロジェクト

人にやさ
夢をかた

K
Kindness

Kindness  to  employees

Report .4
人にやさしい諸施策

1年の活動を総決算、全社がつながる

「LYWPセミナー」における語り合いの場を、よりシンプルで誰もが
参加できる形にして広げていこうという発想から生まれた「語る場」。

2012年度の1年間に開催された「語る場」は、1,147回。過去2年半
の累計1,088回を一気に突破し、回数・質ともに大きく前進しました。

「LYW STYLE コンテスト」受賞チームの
表彰と活動内容の報告が行われました。

活動報告では、技術の伝承活動を掲げたタイヤテクニカルセンター若手メンバーによる発表や、
地域と地域の子どもたちを元気にする活動などが伝えられ、多くの関心を集めました。

社長をはじめ数多くの社員が登場するポスターも作成し、全社で
盛り上げているLYWP活動。これからは自発的な活動として定着
させていくことが一つの目標です。

社内公募メンバー12名からなるLYW book製作委員会による
打ち合わせ

k ! プロジェクト

社内公募メンバー12名からなるLYW book製作委員会による
打ち合わせ

「LYWP」とは、「人にやさしく夢夢をかたちに」のの実実現を目目指指し指し
2007年度から取り組んでいる草草の根活動ですす。この活活活動を通通じ通じてて
住友ゴムグループ内の人と人ががつながり、一人ひとりりの夢の夢が実が実実現で現で現できるきるるきるきるきるようよううううようようようようようようななななななななな、な、な、
ワクワクする組織を作っていきたたいと考えています。2012年度はコミュニケーション
の活性化に焦点をあて、グルーープを挙げて本格的な取り組みを展開しました。

（もし営業所女性社員・真中いずみが
コミュニケーション委員に任命されたら）

LYWPは、従業員一人ひとりの「人に
やさしく夢をかたちに」の実現を目指す
ために、さまざまな試みと成果を積み重
ねてきました。

2012年度は「語る場」が活動の中心と
なり、神戸本社では食堂を開放して、話
しやすい雰囲気づくりに努めました。

「人にやさしく夢をかたちに」というフレー
ズは、2008年に公募によって選ばれ、
以来LYWPの根幹となっています。

語る場は対話をより深める場所です。LYW STYLE
活動のチームでの活動を通じて、つながりをさらに強
化していきます。

異なる職場の人と出会うこと
は、自分の仕事を見つめ直す
きっかけになります。

世代も職種も超えて、人と人
がつながることで組織の力がさ
らに膨らみます。
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人生で大きな比重を占める
仕事を好きになることは、幸
せへとつながります。

「自分の仕事を好きになって
ほしい」。そんな思いが活動
の原点でした。

目指すゴールは、“人と人が
つながってワクワクしている
会社”の実現です。

　「語る場」は、2011年度までの2年半で1,000
回を超え、「LYWP」における中心的な活動と
して全社に浸透しました。そこで2012年度
は、「語る場」によるコミュニケーションの活性
化を目指し、より手軽に開催できる環境を整
備。社員が「語る場」を運営する〈語る場リー
ダー制度〉を全国各地で導入しました。事務
局が「語る場」のリーダーを任命し、日程調整
や進行役を委ねたのです。
　神戸・東京の本社では1チーム6～7名の
メンバーが一つのテーマで集合。それぞれ
約1時間の「語る場」で意見を交わします。
役員や部長も参加することで全グループの
活動として取り組みました。初対面の社員
同士が話しやすい雰囲気づくりにも工夫を

凝らし、お茶やお菓子を用意したリラックスし
た「語る場」を目指しました。
　結果、長期出張などのわずかな例外を除
いて全社員が年に2回の「語る場」に参加。
事後アンケートでも約9割から好意的な回答
が寄せられました。また、語る場リーダー制
度は販社や工場にも導入し、全グループを
挙げて実施しています。

集う。話す。
そこから新しい
何かが生まれる。
異職種の社員がつながる機会
「語る場」

自分一人ではできなかった
活動をチームで実現する
「LYW STYLEコンテスト」

コミュニケーションの活性化を
目指し、新たに導入された
〈語る場リーダー制度〉

人と人がつながって
ワクワクする会社社を目指して

2011年度には、LYWP推進事務局の発案で、コミュニケー
ションについて学ぶガイドブックを当時話題の『もしドラ※』

に倣い小説仕立てで製作。社内公募で集まった社
員12人が、専門家の指導のもとに議論を重ね、
ストーリーの骨子を作りました。全社員がこれを読
み、「読後、自分がどう変わったか」が2012年度の
第1回「語る場」のテーマにもなりました。

2012年度の「LYWP」は、コミュニケーションの活性化
を中心テーマに活動を展開。「語る場」で人が集う機会
を広げ、「LYW STYLE」活動でチームで協力し合う意
識を高めてきました。こうしたLYWPにおける1年間の
活動を総決算し、全社でつながって個人・チームの活動
を共有するイベントが「LYWP DAY」です。毎年テレビ
会議システムで全国20拠点余りを結び、「LYW STYLE 
コンテスト」の結果発表や表彰式などを行って、ワクワク
する会社の実現に向け思いを一つにしてきました。

社内公募で集まったメンバーによる
真のコミュニケーションについて学ぶ本

「もしコミ」

「LYWP DAY」

2012年度に実施された「語る場」

知り合いを
増やす

業務に刺激を
もたらす 仲間を知る 組織のつながりを

強める

神戸・東京地区
ランダム語る場

神戸地区
部門越え語る場

工場・販社
職場語る場

スペシャル語る場
工場と販社語る場

（略称：LYWP）

※「もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」
　（ダイヤモンド社刊）

重点報告
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この活動は、国と地域が推進する川の浄化に企業が正式に参加
した初の事例となり、現地ローカル新聞にも紹介されました。こう
した報道を通じて、川の浄化に対する市民の関心も少しずつ高
まっています。

活動の合間には、あちこちで記念撮影が。お祭りが大好きなマレー
シアの人々は、河川浄化活動を楽しいイベントに盛り上げました。

現地を訪れた環境省職員。政府はバクテリア入り泥団子
の投入で、全河川の水質向上を推進しています。

次第にコツを覚え、上手に
できた泥団子自慢。

泥団子の材料は政府
から支給されました。

専門家の指導を受けて行った泥団
子づくり。水加減が重要です。

用意されたお揃いのポロシャツ姿で、
作業は和気あいあいと進みました。

ゴム手袋を生産するマレーシア工場で
は、製造工程で洗浄用に水の使用が欠
かせません。その水の排水浄化は環境
活動の重要項目の一つ。現地従業員
の間では日頃から水質問題への関心は
高いのです。

　政府が推進する水質浄化の手法は、水質
浄化に働くバクテリア入りの泥団子を大量に
つくり、それを川に投げ込むというものです。
日本で開発された技術の応用で一定の効果
が確認されていますが、泥団子づくりをはじ
め、それを川に投げ込む作業にはたくさんの
人手が欠かせません。
　プロジェクトのメンバーたちは、一人でも多
くの従業員にこの活動に参加してもらうため、
賢明にプロモーション活動を展開しました。

　“マッドボール（泥団子）作戦”と称された
河川浄化活動は、プロモーションの甲斐あっ
て総勢148名が参加。従業員とその家族に
よる一大イベントとなりました。
　当日は環境省や市の職員も参加。泥団
子づくりは、専門家の指導を受けて1人50個
ほどを作製。1週間の乾燥後、再び現地に
集合し川に投入しました。両日とも、作業は
お祭りムード満載。エアロビクスダンスあり、
かぶり物のコスチュームあり、テントの下には
ケータリングサービスで食事も用意されまし
た。従業員相互の親睦を深めるという意味
でも、意義ある活動となりました。
　今後は従業員のみならず、地域の人々に
参加の輪を広げながら、マレーシア工場に
おける環境活動の新たな柱としていく計画
です。

I
Integrity

Integr i ty  for  s takeholders

Report .5
ステークホルダーへの誠実さ

国内拠点で行われた社会貢献活動

　“マッドボール（泥団子）作戦”と称さ

地 域で、世 界で、実践する社会貢献活動

マレー
スンガ
水質浄

マレーシアマレーシアマレーシア

全道事業所周辺の道路、公園な
どのゴミ拾い活動などを展開しま
した。

地域の皆様と仙台の広瀬川河川敷
を清掃。ペットボトルキャップの回収に
も取り組みました。

地元の鶴舞公園の清掃活動を中心
に、関係会社や地域の人を交え活動
を進めてきました。

神戸マラソン応援や須磨海岸の清
掃活動などを実施しました。

2002年からの衣料援助活
動や使用済み切手収集活
動などに取り組みました。

エコキャップリサイクル活動や地域環
境美化活動(ラブアースクリーンアッ
プ)などを展開しました。

北海道地区 東北地区 中部地区 近畿地区 中国・四国地区 九州地区

「広く地域・社会に貢献し期待され信頼されるグ
ローバルな企業として」歩むことを宣言した「住友ゴム
企業理念」。その実践に向けて、住友ゴムグループ
を挙げての取り組みが進み、今では国内外で多様な
社会貢献活動が行われています。その一つ、グループ
で最も歴史ある海外工場・マレーシア工場でも、現地従業
員の間に地域社会に貢献しようという意識が着実に根付いてい
ます。そうした従業員の意識の高まりが、身近な河川の水質浄
化活動という新しい地域貢献の道を切り拓きました。

工夫したのは、活動を
楽しいイベントとして
盛り上げること。
会社に協力を仰
ぎ、参加者が着用
できるポロシャツや
ポスターをつくるな
ど、イベント好きのマ

レーシア人の心に強くアピールしたのです。
参加希望者は徐々に増えていきました。

　マレーシア工場のあるケダ州スンガイペタ
ニ市は、近年、住宅地として急速に発展し
た都市。都市化とともに市の中心部を流れ
るスンガイペタニ川の汚れが、社会問題と
なっていました。マレーシア政府は州や市と
ともに川の水質浄化を進めてきましたが、活
動は学校や市の職員の行事として細 と々続
けられるのみ。それを知った現地従業員
は、これに協力することを会社に提案。新
たな社会貢献活動として、早速取り組みが
始まりました。
　現地従業員は、会社に協力を提案する
だけに留まらず、広く地域全体のことを考え
ていました。会社の支援をきっかけに地域

の人 も々活動に参加できるような方法も視野
に入れ、自主的に市と協議するなど、常に
活動を牽引していったのです。

ケダ州はマレーシアの北西部に位置
する農業地帯。スンガイペタニ市は州
都に次ぐ第2の都市。マレーシア語で
スンガイとは川、ペタニとは農家の意味
です。

ケダ州スンガイペタニ市

現地従業員からの提案
私たちの川をきれいに

積極的な社内プロモーション
ポロシャツやポスターづくり

総勢148名が参加
次回につながる大イベントに

重点報告
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「VIS ION 2020」の取り組みを通じた
社会の持続可能な発展に貢献
社会的価値を追求することは、経済的価値の追求と合わ

せて企業の持続的成長にとって必要不可欠であり、住友400
年の歴史のなかで脈 と々受け継がれてきた理念でもあります。
2012年9月に公表した「VISION2020」においても、「高収
益・高成長の真のグローバルプレイヤーになる」とともに、「ス
テークホルダーにとっての価値向上と、全社員の幸せを追求
する」、すなわち社会的価値の追求を目指す当グループが企
業の姿として織り込んでおります。

　住友ゴムグループは、「VISION 2020」において「真のグ
ローバルプレーヤーを目指す」を目標に掲げ、その達成に向
け、新たに挑戦していくことを宣言しました。当グループは、
これからも、人・地域・社会にとって真に価値ある存在であ
り続けるため、事業基盤を固め、縦と横のつながりの強い、
変化に揺るがない組織を築き、持続可能な社会の実現に貢
献してまいります。

　当グループは、CSRメッセージ「for you, for the earth（あな
たのために、地球のために。）」とともに、コンプライアンスや環境
保護をはじめとしたさまざまな社会的責任を果たしていくことはも
ちろん、未来を見据え、高い技術力・開発力を持って持続発展
可能な社会の実現に貢献してまいります。同時に、お客様の安
全や快適性を考えた商品開発に努め、品質や経済性を追求す
るとともに、経営の健全性と透明性を高め、すべてのステークホ
ルダーに対して誠実であり続けていきたいと考えています。

環境保全の推進と
100%石油外天然資源タイヤを目指して

高い志で
「真に価値」ある企業へ
　企業が持続的成長を続けていくためには、持続可能な社
会の発展への貢献を通じて社会から信用される存在であり
続けなければなりません。当グループは、「VISION2020」の
取り組みを通じ、「世界一の価値」を追求し、すべてのステー
クホルダーにとって「真に価値」ある企業を目指しています。
そのために、「住友ゴムＷＡＹ」を企業風土にしっかりと根付
かせ、社員一人ひとりが高い志を持ち、自由闊達な雰囲気の
なかで互いに高め合い、未来に向けて新しい価値を生みだ
してまいります。
　皆様には引き続き、ご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申
しあげます。また、本報告書に対して、皆様から忌憚のないご
意見やご感想を頂戴できれば幸いと存じます。

TTTTTTTToooooooppppppp CCCCCCCoooooommmmmmmmmmmmmmmiiiiiitttttttmmmmmmmeeeeeeeennnnnnntttttt

※1：既に100万本を植樹し、目標を200万本に上方修正しています。　※2：CO2の吸収量は、葉がCO2を吸った量でありCO2固定量とは異なります。

　当グループは、2009年にエコ・ファースト企業に認定され、
地球規模での環境保全に向けさまざまな取り組みを行ってい
ます。その一つとして国内外の拠点やその周辺地域で100万
本の木を植える「郷土の森づくり」を展開しています※1。この
活動の一環として国内で進めている、どんぐりを種から育てて
植樹する「未来を植える！どんぐりプロジェクト」は、毎年2万
本を目標に植樹を続けています。このペースで10年間植樹を
続けていくことで、25年後には国内事業所からのCO2年間排

出想定量すべての吸収が可能となります※2。
　この「どんぐりプロジェクト」と並ぶ活動として、低燃費タイヤ
「エナセーブ」購入のお客様に代わりタイ国・インドネシア国に
マングローブの苗木を植樹する「Team ENASAVE」キャン
ペーンを進めています。2009年にスタートしたこの取り組み
は、2011年に、100万本の植樹を達成することができました。
これは、お客様の環境保全への関心が高まるなか、低燃費で
環境にやさしい商品が消費者の皆様に広く受け入れられたこ
とによるものと考えております。2010年1月より「タイヤラベリン
グ制度」が始まり、お客様へタイヤ性能がよりわかりやすくなっ
たことで、今後も低燃費タイヤへの関心はますます高まること
が予想されます。
　住友ゴム工業は、次期環境対応商品として「100％石油外
天然資源タイヤ」の開発に取り組んでおり、現在は、石油外
天然資源比率を97%にまで高めたタイヤを発売しています。
2011年に、バイオ素材技術を応用することで残り3%を天然資
源化することに成功し、プロトタイプタイヤが完成しており、こ
れにより、「100%天然資源で環境にパーフェクトにやさしいタ
イヤをつくる」という未来のタイヤ技術の実現に向けて大きな
一歩を踏み出しました。

　今後、「100%石油外天然資源タイヤ」の発売に加えて、さ
らなる進化技術として高機能バイオマス材料を開発し、「高機
能石油外天然資源タイヤ」の商品化を目指してまいります。



■国内植樹の状況

■海外植樹の状況

どんぐりプロジェクト（本） 国内事業所緑化
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25,000

10,000

5,000

0

35,000

40,000

30,000

20,000

15,000
24,094

7,931

32,025

25,834

7,408

33,242

（本） 海外事業所緑化

2012年度2011年度

50,000

300,000

0

200,000

150,000

250,000

100,000
225,000

住友ゴムグループにおける緑化の状況

〈100万本の郷土の森づくりプロジェクトの進捗〉

チーム・エナセーブ
キャンペーンによる植樹
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TO P I C S

進捗〉

丹波市にある「GENKIの森」での緑化活動

タイ工場で従業員によるマングローブの植樹

森づくりを通じた地球温暖化防止と地域との交流
住友ゴムグループは、CSR活動ガイドラインの一つに「Green」（緑化）を掲げて、
国内外の各事業所や周辺地域の緑化活動を推進しています。2009年度から開始した、
国内に加え世界各地の事業所やその周辺地域において、20年間で100万本の木を植えるという
「100万本の郷土の森づくり」プロジェクトは、20年間という当初の目標を遥かに上回るペースで植樹が進み、
2012年に130万本の植樹を達成しました。

森づくりを通じた地球温暖化防止と地域森づくりを通じた地球温暖化防止と地域

G 緑 化

Green ini t iat ive

C S R 活動報告

白河工場「GENKIの森」での植樹 宮崎工場で地元小学生との植樹

　当グループは2005年、緑化活動の一つと
して、どんぐりを苗木に育て植樹する活動を
開始。2007年に、地域の方々や従業員の家
族にもどんぐり集めにご参加いただけるよう
「どんぐり銀行」を設立しました。さらに2008
年にはこのどんぐり植樹活動を「未来を植え
る！どんぐりプロジェクト」へと拡大。以来、国
内の8事業所で、どんぐり銀行に集まったどん
ぐりを事業所敷地内で育て、地域に植栽して
育てていく活動を続けています。植栽目標は
10年間で20万本。
　2012年度は25,834本を植樹。プロジェクト
の植樹累計は93,963本となりました。これか
らも、従業員やOB、地域の皆様が参加する
環境保全活動として、国内全事業所で推進
していきます。

未来を植え未来を植える！どんぐりプロジェクトどんぐりプロジェクト

　当グループの国内事業所では、「どんぐりプ
ロジェクト」の一環として、事業所内に加えて
事業所周辺地域へも緑化活動地を拡大して
います。同じ植樹でも外来樹は生態系に悪
影響を及ぼす恐れがあるため、対象とする苗
木をその地域で集めたどんぐりから育てたもの
に限定。生物多様性の保全を図りながら緑を
増やす努力を続けています。「住友ゴム
GENKIの森」と名づけられたこれらの緑化活
動地は、当グループの事業所がある地域を中

国内での緑化活動国内での緑化活動
「GENKIの森」「GENKIの森」

　世界各地の事業所でも、地球温暖化防止
と地域交流に向け、緑化活動を推進していま
す。2012年度は、中国・常熟工場、中国・
中山工場、インドネシア工場、マレーシア工場、
タイ工場、ベトナム工場および海外販社で計
34,356本の植樹を実施しました。
　そして、2009年から実施している低燃費タ
イヤ｢エナセーブシリーズ｣の売上の一部でマ
ングローブの植樹を行う、お客様参加型の植

海外における緑化活動海外における緑化活動

　どんぐりプロジェクトは国内緑化活動の大き
な柱ですが、生物多様性を考慮し、国内各事
業所構内およびGENKIの森にてどんぐり以外
の植樹活動も実施しています。
　2009年から昨年までに合計35,936本、昨年度
は7,408本の植樹を実施しました。サザンカ、サ
クラ、ヤマボウシ、マキ、サツキ、ツツジなどです。

国内での緑化活動国内での緑化活動
どんぐり以外の植樹どんぐり以外の植樹

■どんぐりプロジェクトの概要

詳細は詳細は詳細は詳細は「DUN「DUN「DUNDUNLOP」OPLOP」LOP」ホームペホームペホームペホームページ内「ージ内「ージ内「ージ内「チーム・チーム・チーム・チームエナセーエナセーエナセーエナ ブ」をごブ」をごブ」をごブ」をご覧くださ覧くださ覧くださ覧くだ い。い。い。い
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従業員の声

　宮崎工場は、｢第31回工場緑化推進全国大会｣に
おいて、工場の緑化を積極的に推進し工場内外の環
境整備に顕著な功績があったとして、経済産業省から
｢緑化優良工場等経済産業大臣賞｣を受賞しました。
長年にわたり工場および周辺立地環境に配慮し、総合
的な緑化計画に基づいた工場緑化推進の取り組みを
行っていることなどが、地域の環境保全に大きく貢献し
ていると認められたものです。現在、宮崎工場敷地内
では、絶滅危惧種ヒゴタイの育成・保護活動に取り組

宮崎工場が「平成24年度 緑化優良工場等経済産業大臣賞」を受賞
むとともに、グランドおよび北側緑地帯を地域住民や学
校に開放し、野球、サッカー、グランドゴルフなどに利用
いただいています。工場内北側緑地帯の一角に、生
物多様性の取り組みおよび地域や従業員との交流場
所の提供を目的としたビオトープを従業員が中心になって
製作し、昨年11月に完成しました。さらに宮崎県の｢企
業による森づくり｣制度を利用し、約1haの関の尾｢住友
ゴムGENKIの森｣にカシやマテバシなど1,920本の植樹
を実施しています。

樹活動｢チーム・エナセー
ブ｣キャンペーンは、これま
でで1,055,874本、昨年はイ
ンドネシアで40,301本の植
樹が行われました。

CSRCSRCSRRトップップップ 地域社会のためにステークホルダーのためにWeb

心に全国9か所、計21haに上っています。
　2012年度はこれらのGENKIの森において、
12,000本のどんぐりの苗を植樹しました。

hthththttptptptp:/:/:///t/t/t/teaeaeaeam.m.m.m.enenene asasasasavavavave.e.e.e jpjpjpp////

郷土の森づくり

種々のどんぐり

周辺地域への
植栽

各拠点への
植栽

地域への苗木の提供
（自治体・学校・住民団体など）

住友ゴムグループ従業員と地域の人々

【各工場窓口】どんぐり銀行
【工場（銀行）苗圃】場（銀行）苗

苗木 苗木 苗木

2010
年度累計

2011
年度累計

2012
年度累計

当初計画
2029年累計
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当初
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授賞式の様子（左は杉本宮崎工場長）

40,301

34,356

23,653
248,653

74,657

※｢緑化優良工場等経済産業大臣表彰｣は過去において経済産業局長表彰や財団法人日本緑化センター会長表彰を受賞した工場のうち、都道府県知事および政令指
　定都市の長から推薦のあった工場に対して、現地調査の実施、外部専門家による審査会を経て、選考・決定されます。
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CO2排出量の低減
地球温暖化の問題には、人類の喫緊の課題としての早急な取り組みと、
大きな視野と強い意志を持った改善への努力の持続が、同時に求められています。
住友ゴムグループは、あらゆる企業活動を通じて地球温暖化対策を推進するという
環境方針に基づき、今後もCO2排出量低減に向けて最大限の知恵と熱意を注いでいきます。

CO2排出量の低減

E
事業活動の環境負荷低

減

Ecological  process

C S R 活動報告

エコ・ファーストの約束（更新書）

モーダルシフト（船舶輸送）

　住友ゴム工業は、2009年3月に環境省
が制度化している「エコ・ファースト企業」
に認定され、当初取り交わしたすべての約
束を達成することができました。
　2012年3月に、2015年を目標年度とする
新たな「エコ・ファーストの約束（更新書）」
を環境大臣と取り交わしました。
　新たな約束は、「低炭素社会の構築」、
「循環型社会の形成」、「自然との共生」に
ついての6項目の先進的取り組みです。こ
れらの約束について、2012年は計画通りに
進捗しました。

「エコ・ファーストの約束」の更新「エコ・ファーストの約束」の更新

　2012年度のタイヤ輸送におけるCO2排出
量は34.33千ｔ-CO2（2006年度比26％削減）、
前年度比1％増となりました。海外工場生産
サイズ、白河工場生産サイズの生産移管によ
り宮崎工場製品の輸送が一部遠距離化した
ことで、平均輸送距離が前年度より5ポイント
増加したことが主な要因です。一方で、モー
ダルシフト率は15.4％と前年度より1.7ポイント
向上、大型車両化率は20.6％と前年度より
1.4ポイント向上し、ともに目標を達成しました
が、原単位は0.0388〔t-CO2/t〕で、前年度比
1％増となりました。
　2013年度は、内陸倉庫での輸出用タイヤ
のバンニング実施拡大など輸送距離短縮に
重点的に取り組むとともに、その他の改善活
動の維持、推進に努めます。

　2012年度の当グループ国内6工場の生産活
動にともなうCO2排出量は264千t-CO2（1990
年度比90％）となり、前年から1千t-CO2削減で
きましたが1990年度比14％以上削減という目
標は未達成でした。CO2排出量原単位は前
年度比3％の悪化となりました。これは、一昨
年の東日本大震災後の、生産移管による生産
ロスの増加、昨年下期の大幅な減産などの影
響が主な要因です。排出している温室効果
ガスは他にメタン、一酸化二窒素、ハイドロフル
オロカーボン、六フッ化硫黄があり、2012年は
400t-CO2（CO2排出量の約0.1％）を排出しま
した。原油換算エネルギー使用量原単位は
前年度比3％の悪化となりました。
　2012年度の海外8工場、国内関係会社5工
場においてCO2排出量原単位、原油換算エネ
ルギー使用量原単位は、ともに目標は未達成
でしたが前年比2％改善しました。
　2013年度は、昨年に見直した中期計画に
沿って、グループ国内外の全拠点での目標達
成を目指します。

生産における温暖化防止生産における温暖化防止

グリーン物流ガイドライングリーン物流ガイドライン
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2012年度のタイヤ輸送におけるCO 排出
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従業員の声

　当グループは、2007年12月に「グリーン物流
ガイドライン」を策定・公開し、取引先と協力し
ながら、CO2排出量の削減や環境負荷低減に
取り組んでいます。2012年度も、当グループの
環境方針の周知やタイヤ輸送車両（ドライバー）
ごとへの具体的エコ活動（アイドリングストップ、
速度の遵守など）の啓発に努めました。
　2013年度も、さらにこれらの活動を進めます。

の努力の持続が、同時に求められています。
動を通じて地球温暖化対策を推進するという
量低減に向けて最大限の知恵と熱意を注いでいきます。
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「エコ・ファーストの約束（更新書）」を取り交わす
細野環境大臣（当時）と池田社長

■タイヤ輸送距離指数※

■モーダルシフト率※
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※モーダルシフト率：全輸送の内鉄道、船舶を利用した比率

※タイヤ輸送距離指数：1次輸送t･㎞/1次輸送重量t
　（省エネ法定期報告ベース 2006年を100とした指数）
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■大型車両化率※
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※大型車両化率：一次輸送の内、トレーラーを使用した比率
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住友ゴムグループ
「グリーン物流ガイドライン」（小冊子）
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排出量
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原単位

■物流におけるCO2排出量と原単位（国内タイヤ部門）
（千t-CO2）
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■ CO2排出量と原油換算エネルギー使用量
●国内6●国内6●国内6●国内6●国内6●国内6●国内6●国内6工場工場工場工場工工場工
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※1：日本ゴム工業会「温室効果ガス排出量算定ガイドブック」による
　　（原単位に使用）電力排出係数は2004年電力会社公表値を使用
※2：コージェネクレジットを考慮しない総排出量    

※1：日本ゴム工業会「温室効果ガス排出量算定ガイドブック」による
　　電力排出係数は2004年電力会社公表値を使用
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※1：日本ゴム工業会「温室効果ガス排出量算定ガイドブック」による
　　電力排出係数は「WRI/WBCSD GHG Protocol Initiative 
　　Calculation Tool」2004年度を使用
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「＊」マークの項目は、第三者検証の対象データです。 第三者検証報告書は、当社Webサイトにも掲載しています。
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　2012年度の国内6工場での廃棄物発生量
は33,900tと、前年度より400t増加し原単位でも
前年比5％悪化になり、目標は未達成でした。
　海外工場の廃棄物発生量原単位は、前年
比横ばいで目標を未達成。また、国内関係会
社では、前年比3.5％削減することができ、前
年比5％削減の目標を達成できませんでした
が、改善が進みました。

廃棄物発生量原単位の廃棄物発生量原単位の
削減目標の達成状況削減目標の達成状況

経営上の最重要課題として
環境保全活動のさらなる促進へ。

ヤモーヤモーヤモーモーモ ルドのルドのルドのドのドのドのルドの鋳造で鋳造で造で鋳造造
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循環型社会の形成循環型社会の形成
環境と経済が両立する循環型社会の形成には、
3R（リデュース、リユース、リサイクル）の取り組みを
欠かすことはできません。住友ゴムグループは、今後も、
完全ゼロエミッションの維持をはじめとする、
先進的な活動を推進していきます。

　当グループは廃棄物の再資源化を推進し、
エコ・ファーストの約束の一つとして国内外の
主要製造拠点で2010年末までに埋立廃棄物
をゼロにする完全ゼロエミッション※達成を目標
に掲げ、2010年3月に達成しました。
　その後、タイのテニスボール工場と天然ゴム
加工工場でも完全ゼロエミッションを達成しまし
た。今後立ち上がる新たな拠点についても、
順次計画的に達成していく予定です。
　また、再資源化におけるマテリアルリサイク
ル率の向上にも力を注ぎ、2012年度は、目標
としていた82％を達成できました。2013年度
は85％を目標に取り組みを続けます。

国内外主要製造拠点で国内外主要製造拠点で
完全ゼロエミッションを継続完全ゼロエミッションを継続

■再資源化量と再資源化率

■生産拠点におけるゼロエミッション達成状況

（千t） （％）
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●国内6工場

●国内6工場

●海外7工場

●国内関係会社5工場

※外部からの廃タイヤ受入れ量を含む

再資源化率再資源化量※
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■廃棄物発生量と原単位

廃棄物発生量＊
（外部からの廃タイヤ受入れ量を含む）（千t） 原単位

2009 2010 2011 201220082000
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更生タイヤ事業への
積極的な取り組み

■住友ゴムグループの更生タイヤの生産本数
生産本数（万本）

2008 2009 20102007
（年度）
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12.28
13.26
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14.12
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13.54

委託更生システムとは、お客様が自社でご使用になられた
タイヤ（台タイヤ）を更生タイヤとして再生加工する方式で
す。この委託更生システムを利用すれば、新品から更生
までトータルライフを管理できますので、安心してご使用い
ただけ、また経済的です。

リモールド方式とは、台タイヤのトレッドゴムの表面を削り取り、未加硫ゴムを貼り付けて加硫する方式。
トレッドゴムが端から端までしっかり密着し、外観がキレイに仕上がる高品質・高性能を誇る更生技術です。

新品から更生タイヤ
までトータルライフ
の管理が可能で安
心です。

台タイヤは検査機にかけられ、
厳正な検査を行った後、選別
された適合品のみを次の工程
に送ります。

バフ機でトレッドゴムを削り取
り、一定の形状寸法に仕上げ
ます。

削り取った部分に、更生用ゴ
ムが接着しやすいように、ゴム
糊を均一に塗布します。

削り取った部分に、定められた
形状の更生用ゴムを貼り付け
ます。当社のリモールド方式で
はジョイントレストレッドを採用
しています。

成型したタイヤをモールド（金
型）に入れて一定時間、熱と
圧力を加えます。

できあがった更生タイヤは、外
観・内面などを厳重にチェック
し、全工程をパスした合格品の
みが製品として出荷されます。

タイヤ費の節約を
はじめ、経済的なメ
リットを得ることが
できます。

環境問題に配慮し、
資源の再利用を行う
ことで、ECOに貢献
できます。

■委託更生システム

■更生タイヤの製造工程（リモールド方式）

DUNLOP●●●●運送

お客様 営業所・販売店（全国560拠点以上） ㈱㈱ダンロダンロップリップリトレットレッドサードサービスビス

使用済み
タイヤ回収

使用済み
タイヤ搬入

更生タイヤ
納入

更生タイヤ
供給

使用済み
タイヤ
（台タイヤ）

検査・加工・製造
「リモールド方式」による

更生タイヤ加工

安心 コストメリット 省資源

〈お客様のメリット〉

受入検査 削り取り セメンティング 成 型 加 硫 仕上検査

生量
でも

タイタイタイイタ ヤヤヤ
恵と努恵と努恵と努恵と努力力力
と形状と形状形状と形状状状にに
サイクサイクサイサイククサ ルルルル
展開し展開し展開し展開し展 てて

どどどどこここここ

SRISRISRISRISRISRIRIRIRSRIR エンエンエンエンエンエンエンエンエエン
製造第製造第製造第製造第製造第製造第製造第製造第製造第第造第造 11111111

福山福山福山福山福山福山福山福山福山福山福福山福福

従

更生
積極

ポリエチレンシートのリサイクル

　これらは、生産構成の変化や生産量の大
幅な変動などの影響を、改善対策でカバーし
きれなかったためです。
　2013年度は、廃棄物発生量の削減活動に
加えて、新たな中期計画で設定した有価物を
除く廃棄物排出量を指標として目標を設定し、
削減に取り組んでいきます。

0.120

生産拠点名 ゼロエミッションの達成時期 完全ゼロエミッションの達成時期

白河工場

名古屋工場

泉大津工場

宮崎工場

加古川工場

市島工場

インドネシア工場

中国・常熟工場

タイ工場

マレーシア工場

中国･中山工場

ベトナム工場

タイ・テニスボール工場

タイ・天然ゴム加工工場

㈱ダンロップリトレッドサービス

㈱ダンロップリトレッドサービス北海道工場

SRIエンジニアリング㈱

中田エンヂニアリング㈱

㈱ダンロップゴルフクラブ

主要生産拠点における達成状況 19/19 （100%） 19/19 （100%）

　更生タイヤは、省資源、
省エネルギー、CO2削減効
果など、輸送事業者の環

境経営やコスト低減に貢献する取り組みとし
て需要が高まっており、グリーン購入対象商品
にもなっています。当グループでは1972年に
専門子会社を設立し、兵庫県と北海道の2カ
所に更生タイヤ生産拠点を設けて、お客様の
ニーズにお応えしています。
　更生タイヤとして再生できるか、廃棄処理さ

れるかはタイヤの使用状況によって決まりま
す。当グループではお客様へ適切なタイヤ管
理を提供し、より長く経済的にご使用いただけ
るようサービス活動を推進しています。

「＊」マークの項目は、第三者検証の対象データです。 第三者検証報告書は、当社Webサイトにも掲載しています。

経
環E

事業活動の環境負荷低
減

Ecological  process

C S R 活動報告

更生タイヤの成形工程（用途に合ったトレッドゴムの貼り付け）

生産拠点名 ゼロエミッションの達成時期 完全ゼロエミッションの達成時期

主要生産拠点における達成状況 19/19 （100%） 19/19 （100%）



新入社員に対するISO14001の教育訓練
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　当グループは、低炭素社会の実現をはじ
め企業活動のすべてにおいてグローバルな
管理ができるよう、2010年12月に国内外30
拠点のISO14001のグローバル統合認証を
取得しました。
　海外の事業所を含めたグローバル統合認
証の取得は業界初で、これにより、国内外の
主要生産・開発拠点の環境管理体制が一
元化されることになります。
　2012年は、タイの天然ゴム加工工場（STEC）
で新たに認証を取得し、グローバル統合認
証に加わりました。
　今後も、海外の新拠点が立ち上がります
が、順次認証を取得する計画です。

2010年12月に
グローバル統合認証を取得し、
新たな拠点へも拡大中

　当グループは、原材料などの購入にあたっ
てISO14001認証取得企業を優先するほ
か、原材料に含まれる有害物質削減などの
環境負荷物質管理体制の強化、低公害車・
低燃費車導入などのグリーン調達に取り組
んでいます。
　2011年2月には、調達ガイドラインを見直
し、取引先にCSR活動へのご協力をお願い
するとともに、GADSLに準拠した管理体制
へ移行しました。これは取引先の負担軽減
とともに、規制が高まる海外を含めたグロー
バル管理の強化を図ったものです。
　これからもグループを挙げて、環境へ配慮
した原材料の購入と管理に努めていきます。

環境負荷物質の適正管理に向けた
グリーン調達活動

AAAAA機器用機器用機器機器用機 の精密の精密の精密精 ゴム部ゴム部ゴム部ム部ゴム 品を作品を作品を作品を作品を作を作っていっていっていっていっ る中山る中山る中山中山住ゴム住ゴム住ゴムム住 では、では、では、では、有有有有有
化学化学化学学学物質の物質の物質の物質の物 管理強管理強管理強理強強化に取化に取化に取に取取り組んり組んり組ん組んり組んり組ん組 でいまでいまでいまでいでいまでい す。Rす。Rす。Rす RoHSoHSoHSoHS規制や規制や規制や規制や規制規 や
AAACH規CH規CH規規制は年制は年制は年は年制制は 々要求々要求々要求々要々要 内容が内容が内容が内容が内容が多くな多くな多くな多くな多くなっておっておっておっ り、管り、管り、管、管り 管理も難理も難理も難理も理も難しくしくくしくく
ててていますいますいます。金属。金属。金属金金属金 ・樹脂・樹脂・樹脂・樹脂樹脂樹 部品の部品の部品の品の品の品 協力会協力会協力会協力会力 社社にも社にも社にも社にも社 管理強管理強管理強管理強管理強理管 化を行化を行化を行化を行化を行行っっっっ
らららうためうためうためう に、説に、説に、説に、説明会を明会を明会をを明会会 開催し開催し開催し催しし催 ていまていまていまていまます。す。す。すす。す
12年12年12年年度は、度は、度は、参加へ参加へ参加へ参加へ加 の意欲の意欲の意欲の意欲意意 がよりがよりがよりがよりがより高まる高まる高まる高まるまるよう、よう、ようよ 「環境「環境環境「環境「環境「環境管理」管理」管理」管理」管理理 とととと
質質質管理」管理」管理」理管理」の合同の合同の合の合同説明会説明会説明会会を開催を開催を開催を開催催開 。有害。有害。有害害。有 化学物化学物化学物化学物質の規質の規質の規の 制内容制内容制内容制内容
ににに、中山、中山、中山中中 住ゴム住ゴム住ゴム住ゴ の品質の品質の品質品質・環境・環境環境環・環境環境環境管理手管理手管理手管理手手理手法など法など法など法など法法 をできをできをできをできききるだけるだけるだけるだるだ わわわわわ
ややすく紹すく紹すく紹く紹介し、介し、介し、し 好評を好評を好評を好評を博しま博しま博しま博しま博しました。した。した。たした 今後も今今後も今後も後今後も協力会協力会協力会協力会協力会社とと社とと社とと社とと社社 もに、もに、もに、も
へへへへへの負荷の負荷の負荷の負負 を抑えを抑えを抑えた安心た安心た安心できるできるできるでき 製品を製品を製品をを製品を品 提供し提供し提供し提供し提提 ていけていけていけていてい るようるようるようるよようよ 、、、
なななな取り組取り組取り組取 みを展みを展みを展みを 開して開して開しててし いきまいきまいきまいきままき す。す。す。す

力力力力力会会会会社社社社社社ととととと
境境境境へへへへのののの取取取取取

中山住中山住中山住中山住中山住中山住中山住山中山住中山住膠精密膠精密膠精密膠精密膠精密膠精密膠精密膠精密精膠精密橡膠有橡膠有橡膠有橡膠有橡膠有橡膠有橡膠有橡膠有橡膠有橡膠膠膠橡膠橡
監査課監査課監査課監査課監査課査課監査課監査課監査課課課 副経副経副経副経副経副経副経副副経副経副副 理理理理理理理理理理理

炳芳炳芳炳芳炳芳炳芳炳芳炳芳炳芳炳芳炳芳炳炳芳炳炳芳

経営上の最重要課題として
環境保全活動のさらなる促進へ。

とととととととととともももももにににに
取取取りりりりり組組組組組組組みみみみみみををををを展展展展展展開開開開中中中中

有有有有有有有限公司限公司公司限公司限公司限公司限公司限公司限公司公限限限
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昨年昨年昨年昨年年、グロ、グロ、グロググ ーバルーバルーバルーバルル環境管環境管環境管環境管境 理中央理中央理中央理中中
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央央央委員会委員会委員会委員会員員会に参加に参加に参加加加し、全し、全し、全全全、全グルーグルールーグルーググルーープで環プで環プで環境管理境管理境管理境管境 、省エ、省エ省エネ、緑ネ、緑ネ、緑化が推化が推化が推化化が推
したしたした スミラスミラスミラス ラバーベバーベバ ベトナムトナムトナムトナムも 操も 操も 操操操業3年業3年業3年業 目の2目の2目の 00900900 年に完年に完年にに 全ゼロ全ゼロ全ゼロゼロエエエエ

持持持持持持っっっっってててて取取取取取取りりりり組組組組組組組むむむむむむむ環環環環環境境境境境経経経経経経営営営営営

CSRCSRトップトップ 地球環境のためにWeb

グローバルグローバル環境経営の推進環境経営の推進
環境の保全は、グローバル社会において企業が果たしていかねばならない最も重要な責任の一つです。
グローバル企業には、国や地域による濃淡なく世界中で環境経営を実践していくことが強く求められています。
住友ゴムグループは、事業のグローバル化の加速にともない、グローバル環境経営の推進に一層の力を注いでいます。

グリーン調達の取り組み項目

調達ガイドラインでGADSL※1に
準拠した化学物質管理を規定   

1

原材料などの購入では、ISO14001
認証取得企業を優先     

2

原材料などに含まれるPRTR法※2
対象物質の削減の推進    

3

低公害車・低燃費車の導入4

包装材料の削減5

再生ゴムの購入　6

※1 Global Automotive Declarable Substance List

   
日欧米の主な自動車、部品、化学メーカーでまとめた業界
標準の環境負荷物質リスト 

※2 Pollutant Release and Transfer Register

   
「特定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善の促
進に関する法律」
有害性が疑われるような化学物質が、どこから、どれくらい、環境（大
気・水域・土壌など）中へ排出されているか（排出量）、廃棄物な
どとして移動しているか（移動量）を把握し、集計・公表する制度

OOOO
害化害化害化害化害害
REAREAREA
なってなってなって
てもらてもらてもら
20202020

「品質「品質「品質「
の他にの他にのの他に
かりやかりやかりややかり
環境へ環境へ環境へ環
多様な多様な多様な多様

協協協協協協
環環環環環境境

監査監査監査監査監査査監査監監

黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄

中国・中山工場の協力企業に対する環境取り組み説明会

ISO14001グローバル統合認証登録証

スミラバータイイースタンコーポレーション登録証スミラバータイイースタンコーポレーション登録証

当
てIS
か、
環境
低燃

環境
グリ

録証ISO14001グローバル統合認証登録

中国・中山工場の協力企業に対する環境取取り組み説明会

　グループの環境マネジメントを強化するた
め、2007年度から国内外の拠点の責任者が
集まる「グローバル環境管理中央委員会」を
年2回の頻度で開催しています。
　2012年度は2月、7月に開催し、製造部門か
ら 「CO2、廃棄物、排水などの各指標の削減
実績と改善内容」、技術部門から「環境配慮
商品の開発動向」、材料開発部門から「低燃
費素材の開発」などの報告と活発な議論が
行われました。
　今後も、この委員会を通してグローバルに
情報共有を行い、切磋琢磨することで各拠点
の活動を活性化させていきます。

グローバルな環境マネジメント体制グローバルな環境マネジメント体制

2012年グローバル環境管理中央委員会

経
環E

事業活動の環境負荷低
減

Ecological  process

C S R 活動報告
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TO P I C S

環境配慮商品の開発

「安全・快適」「安全・快適」
「経済性」「品質」の「経済性」「品質」の
追求追求
商品の環境性能は、
「安全・快適」「経済性」「品質」など、
人々が求める多様な価値と両立させて
こそ意義があると考えています。
当グループはこれからも、より広く
支持される環境配慮商品の開発を
積極的に進めていきます。

環境配慮商品の開発

N
次世代型技術・製品の開

発

Next-generation product development

C S R 活動報告

環境対応タイヤの普及を目指して環境対応タイヤの普及を目指して

　住友ゴムグループは「現地現物主義に立っ
て、お客様の期待に応え、よりよい製品を責任
をもって提供する」という企業理念に基づき、お
客様の声を聞き、お客様に満足し喜んでいただ
ける商品を提供することに努めています。そし
て、「世界一の品質の創造」を品質方針とし、
全社的な品質向上活動に取り組んでいます。
　当グループの品質マネジメントシステムは、
自動車用部品・サービス部品の国際規格であ
るISO/TS16949※2を基準に構築しています。
　海外における品質マネジメントシステムの構
築にも積極的に取り組んでおり、昨年12月には
中国･湖南工場でISO9001の認証を取得して
います。
　今後は、当グループで認証している品質マ
ネジメントシステムの実効性の向上を図りなが
ら、品質方針である「世界一の品質の創造」
に向けて、さらなる品質改善活動を推進して
いきます。

「世界一の品質の創造」に向けた「世界一の品質の創造」に向けた
国内外の品質向上活動国内外の品質向上活動

木造住宅の耐震性を高める
制震ダンパー「MIRAIE［ミライエ］」に

　ダンロップタイヤ営業本部は、2008年から当
社の創立記念日である10月4日より全国タイヤ安
全点検を春と秋の年2回、全国47都道府県の道
の駅等で実施しています。
　全国タイヤ安全点検ではタイヤに起因する事
故の未然防止を目的に、各点検会場に来場さ
れた車両に装着されているタイヤの残溝、空気
圧、タイヤ表面の損傷等の点検を実施。同時
に、ドライバーの方にタイヤの安全で正しい使用
方法や管理方法を
説明し、タイヤ点検
の重要性をお伝えし
ています。
　今後もこの活動を
通じて、ドライバーの
皆様に安全で正しい
タイヤの使用方法や
管理方法などを訴
求していきます。

全国の道の駅等で実施している全国の道の駅等で実施している
「全国タイヤ安全点検」「全国タイヤ安全点検」

2年12月1日、「第25回TOYOTA
u f a c t u r e s  C l u b　KA I Z E N
IVAL（トヨタカイゼンフェスティバル）」
催されました。トヨタ自動車のインドネシ
人へ部品を納入する34社が参加し、住
グループも、個人部門、QCサークル部
両方に参加しました。
の結果、工務のアブドゥルラハマンさん
人部門で1位、工務、製造、生技の混
ークルがサークル部門で2位を獲得しま
2008年から継続して3位以内入選を
るという快挙です。

　日頃から培ったPDCAサイクルを回し、2G
（現地現物）に則った改善活動が評価され
ての受賞です。今後も安全第一で高品質
かつ低価格の商品をお客様に安定供給でき
るよう、さらに高い
目標に向かって、
全社一丸となって
改善活動を続け
ていきます。

タカイゼン
スティバルで
連続優秀賞を受賞！

CSRトップ お客様のためにステークホルダーのためにWebCSRトップ 地球環境のためにWeb

住友ゴム工業のタイヤ部門は、環境配慮自社基準を策定し、タイヤの高性能化にとどまらず、
石油外天然資源の活用や低燃費性、特殊吸音スポンジの搭載など、
地球環境保護や快適性に配慮した商品を生み出しています。独自のタイヤ技術で、
2013年には100％石油外天然資源タイヤの発売を予定し、
2015年には50％転がり抵抗低減タイヤの発売を目指しています。

※振動台実験の結果によるもので、建物形状、配置プラン、地震波によって
　異なります。

点検の様子

　当社は、独自の高減衰ゴムを採用した住宅
用制震ダンパー「MIRAIE ［ミライエ］」を開
発し、2012年3月より発売を開始しました。設
置基数も少なく、設置後もメンテナンスフリー
で、大きな負担をかけずに地震の揺れ幅を最
大で70％※低減する点が、安心・安全を希求
される多くのハウスビルダー様よりご好評をい
ただいています。
　この度、さらなるニー
ズにお応えするため、
在来軸組工法用に加え
て、2×4工法用を開発し
2013年3月より販売を開
始しました。合板パネ
ルをベースとした形状
で、パネル左右に高減
衰ゴムダンパーをバラン
スよく配置することで、

　導電床は、精密電子部品工場等で静電気に
よる製品破壊防止性能を要求される床に採用
されますが、導電プライマー層に溶剤系の材料
を使用しているため、改修工事を行う時は、工
場の休日での分割工事とするか、多額の養生
費用をかけて溶剤系材料の刺激臭を封じ込め
る必要がありました。今回当社が開発した水系
材料により、性能面は維持しつつ、①環境にや
さしく、②工場稼動中にも実施できるため工期の
短縮が図れ、③養生費用削減
によりコストも低減された工
事が行えるようになり
ました。

塗り床材における
水系材料の開発推進水系材料の開発推進

　住友ゴム工業の環境対応タイヤ「LE MANS 
4」「エナセーブシリーズ」（エナセーブ PREMIUM、
エナセーブ 97、エナセーブ RV503★、エナ
セーブ EC202）全サイズは、2010年1月から
タイヤ業界自主基準として運用が開始された
タイヤラベリング制度の『　　低燃費タイヤ』に
適合しています。
　当社は、乗用車以外にVANやライトトラック
用さらにはモーターサイクルタイヤにおいても、
環境配慮タイヤの展開を進めています。
　2012年には、ラベリング制度の転がり抵抗性
能で最高ランク「AAA」※1の低燃費タイヤ「エナ
セーブ PREMIUM」を追加し、さらには、「エナ
セーブ」ブランドを商用車に拡大、「エナセーブ 

導電プライマーに水系材料を使用した塗り床材

導電性ベースコート

水系導電性
プライマー
プライマー下地
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従業員の声
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木造住宅の耐震性を高める
制震ダンパー「MIRAIE［ミライエ］」に

　201
M a n u
FEST
が開催
ア法人
友ゴム
門の両
その

が個人
成サー
した。
続ける
日頃

トヨタ
フェ
5年連

　当社は、独自の高減衰ゴムを採用した住宅
RAIE［ミライ ］」を開

塗り床材における

環境環境環境境環境対応（対応（対応（応 低燃費低燃費低燃費低燃費燃費費）タイ）タイ）タイタタ ヤのヤのヤの
回のV回のV回のV回のVの E30E30E303では3では3ではででは、パタ、パタ、パタターン開ーン開ーン開ン開ーンー 発発発発

ルの採ルの採ルの採ルの採用など用など用などなどどにににに
ましたましたましたた。低燃。低燃。低燃低 費タ費タ費タ費費
お客様お客様お客様お客様の求めの求めの求の求めるるる
の両立の両立の両立両立の 立を追いを追いを追いを追い追 求求求

低低低低燃燃燃燃費費費費とととと他他他他性性性能能能
の開の開の開発で発で発
発時の発時の発時の発発時 剛剛剛

能能とととととののの

トヨタカイゼンフェスティバルで5年連続優秀賞を受賞

徹
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環
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※1 一部サイズは「AA」

※2 ISO/TS16949：ISO9001をベースに自動車業界固有の要求事
項を追加した品質マネジメントシステム規格。

VAN01（バンゼロワン）」「エナセーブ SP 
（エスピー）LT38（エルティサンハチ）」の環
境対応タイヤを発売しました。
　2013年はプレミアムコンフォートタイヤ
「VEURO VE303（ビューロ ブイイー サンマ
ルサン）」を発売しました。
　これまで以上に、テレビコマーシャルや店頭
などでラベリング制度の普及を推進するととも
に、当社の環境配慮商品を積極的にPRして
いきます。

高い耐震性能が得られました。今後も、この
技術を積極的に広く展開し、人々の安心・安
全・快適を提供していきたいと考えています。
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安全体感教育中

人材育成と働きがいの向上
住友ゴムグループは、研修、自己啓発、OJTなどを通じて、
従業員の能力開発に努めています。
また、技能を競うイベント開催や、研修の種類・内容・施設の充実など、
仕事への意識を高める諸施策に力を入れて、働きがいの向上へとつなげています。

安全で働きやすい職場づくり安全で働きやすい職場づくり
職場は、従業員が日々能力を高め、働きがいが実感できるとともに、
安心して働ける環境を備えていなければなりません。
当グループは、従業員の心身の健康や、労働安全衛生、災害への備え、
さらには雇用の多様性などにきめ細かく配慮し、安全で働きやすい
　　　　　　　　　　　　　　　　職場づくりに努めています。

人材育成と働きがいの向上

K
人にやさしい諸施策

Kindness  to  employees

C S R 活動報告

第7回技能オリンピック

白河研修所でのモノづくり研修 メンタルヘルス講習会

　当グループでは、2010年度から「問題を掘り下
げる力」と「マネジメント力」を軸に人材育成を展
開しています。管理職候補者を対象に、ビジネ
スの意思決定に必要な基礎知識研修と職場運
営・部下育成に関する基礎知識研修を、若手
社員全員を対象に、OJTリーダー研修を実施。
管理職には指導・育成力、若手社員には人間
関係の構築・指導力の強化を図っています。
　海外現地法人においては、2011年に現地従
業員を対象にしたアセスメントを実施しました。
2012年には管理職層の業務遂行能力とマネジ
メント力向上のため、研修を開始しました。

「問題を掘り下げる力」「問題を掘り下げる力」
「マネジメント力」「マネジメント力」
「グローバル力」の強化「グローバル力」の強化

　生活習慣病を防止するために、2012年度
は、定期健診の結果に基づき、8事業所を中
心に特定保健指導を行いました。2013年度
も保健指導を強化し、特定保健指導対象者
の減少に努めます。
　また、喫煙による健康被害をなくすため一般健
康診断結果の有所見者や禁煙希望者に対し、
「タバコの煙等には発ガン物質や発ガン促進物質
が含まれ、動脈硬化の促進作用等がある。その
結果、呼吸器系・肺系・心疾患等にかかりやす
くなる」といった健康障害説明を行い、たばこが自
らの体や周囲に与える害を理解してもらい、卒煙
を目指す従業員を支援しています。

生活習慣病への対応生活習慣病への対応
　2009年白河研修所の竣工以来、「技能オリン
ピック」を半年ごとに開催しています。2012年の
結果は次の通りでした。第6回（5月：トレッド押
出部門）金賞・白河工場、銀賞・インドネシア工
場、銅賞・中国常熟工場、特別賞・泉大津工

技能伝承と意欲向上を目的とする技能伝承と意欲向上を目的とする
「技能オリンピック」の開催「技能オリンピック」の開催

　2007、2008、2010、2012年度に、仕事や会社
に対する意識や満足度についての従業員アン
ケートを実施。意見を採り入れ、2010年度から
管理職を中心にコーチングスキルをベースにした
研修を実施した結果、2012年度のアンケートで
は、上下の人間関係に関する項目が製造業平
均値を大きく上回り、高いレベルとなっています。
　次回の従業員アンケートは、2014年の実施を
予定しています。

従業員の意見を採り入れた

従業員の心の健康を保つための従業員の心の健康を保つための
取り組みを推進取り組みを推進

安全衛生に対する安全衛生に対する
教育・啓蒙活動教育・啓蒙活動

　国内外の製造拠点が「モノづくり教育を統一
的に推進すること」を目的に、2007年1月「製造

国内外統一の
モノづくり教育の推進

CSRトップ 従業員のためにステークホルダーのためにWeb
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場、銅賞・中国常熟工場、特
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ルダールダールダーダル に責任に責任に責任に責責 と誠意と誠意と誠意と誠意をもつをもつをもつを ことのことのことのことのこ 大切さ大切さ大大切さ大切大大 を学びを学びを学び学 ましたましたましたままし 。当グ。当グ。当グ当グググループループループルール の階層の階層階の階層の階の階 別研修別研修別研修別研研 は、「は、「は、「は、問題を問題を問題を題を掘掘掘掘掘
り下げり下げり下げる力」る力」力る力」力 を集中を集中を集中を集 的に鍛的に鍛的に鍛的に鍛に鍛え、受え、受え、受え、受受受講後、講後、講後講後、講後後講 効果を効果を効果を果をを果 すぐにすぐにすぐにすぐにすぐ 実感で実感で実感で実感で実感 きる点きる点きる点きる点が優れが優れが優れがが優 ていまていまています。す。す。
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部部部部部

従業員の声

場、第7回（10月：モールド部
門）金賞・名古屋工場、銀
賞・白河工場、銅賞・宮崎
工場、特別賞・タイ工場。
今までに金賞を受賞したの
は、白河工場が3回、名古
屋工場2回、泉大津工場2
回となり、国内工場が頑
張っています。

研修センター」を発足。「技能とモノづくり哲学
の伝承」と「グローバル展開への対応」をテーマ
とする研修コースを準備し、工場監督者、スタッ
フ、海外工場指導員、海外工場の管理・監督
者を対象に人材育成を進めています。
　2009年4月には白河研修所を開設し、製造部
門の管理・監督者や海外支援要員のスキルアッ
プ研修をはじめ、製造技術の標準化の訓練など
を幅広く行っています。また実際の製造設備を
使って「現地・現物」を学べるようになりました。
　2012年度は、白河研修所での受講者が延べ
1,668名となりました。

　従業員の心の健康を保つために、従業員と
管理・監督者を対象に定期的にメンタルヘル
ス講習会を実施しています。2012年度は「セ
ルフケアで健康づくり」をテーマに、全国の事
業所で計8回の研修会を開催し、422名が参
加しました。あわせて、「全社及び事業所別
ストレスチェック結果」を説明し、ストレス調査
結果情報の共有化を図りました。また、管理・
監督者を対象にカウンセラーによるラインケア
研修も実施し、職場でのメンタルヘルス対応に
関する理解を深めています。
　心の健康に問題がある従業員には、本人、
上長、産業医、家庭が連携して心の健康を維
持できるようフォローし、専門家によるカウンセリ
ングを受けられるようにしています。

充実など、
へとつなげています。

ピック
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第8回技能オリンピック入賞者

　当グループは「災害ゼロ」を目指すために
最も重要な要素は「安全な人づくり」と考え、
階層別教育やフォローアップ教育等で技能と
知識の習熟度を確認しながら定期的に安全
衛生に対する教育・啓発活動を進めていま

す。定期的な教育には2012年度は34,300名
の従業員が参加しました。
　ほかにも、実際の機械模型などを用いて
災害の怖さを体感する安全体感教育で、危
険に対する感性を高めています。この安全
体感教育には23,500名の従業員が参加し、
地域の企業や学校からも900名を受け入れ
ました。
　2013年度は、現場の作業や設備を見て危
険の芽を探し、どうすれば危険をなくせるかを
考え話し合う場を設け、実際の機械を使って
災害状況を擬似再現する体感教育等を充実
させて、さらに「安全な人づくり」を進めます。

■2012年度従業員アンケート

会社への
ロイヤルティ

上司への
満足感

仕事での
充実感

仕事への
適応感

職場への満足感

総合満足度
製造業平均
住友ゴム工業㈱
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社長懇談会

泉大津工場消火避難訓練

ワークライフバランスワークライフバランスの推進
当グループでは、住友ゴム工業らしい働き方や、
理想とするワークライフバランスについて、
社内の対話を進めています。
一人ひとりが、自分の求める働き方を実現し、
充実した日々を送れるように、積極的に
意識の向上や制度の整備などを推進していきます。

K
人にやさしい諸施策

Kindness  to  employees

C S R 活動報告

　他社の火災やグループ内での火
災発生を契機に、過去の火災事故
の教訓を風化させないよう、2007年
から国内外9工場で防災監査がス
タートし、2012年は20工場で実施し
ました。危険物管理等の火災を未
然に防止する活動、および消火設
備・避難誘導の適正表示や消火・
避難訓練等、被害を最小限にする
活動の状況をチェックしています。
　国内工場では2010年から大型
地震災害を考慮した総合的な防
災監査をスタートし、東日本大震災
時も日頃の防災活動の成果によっ
て、被害を最小限に留められたと
考えています。今後も、従業員や
地域の安全維持のため、「防災活
動を定着させ、全員参加で災害
発生ゼロ」をスローガンに活動して
いきます。

現地現物に基づいた
防災監査の実施 

　住友ゴムグループでは、さまざまな部門で
障がいのある方が活躍しています。ハロー
ワークと連絡を取りながら積極的に採用活動
を展開し、一般事務に加えて、工場での軽作
業やCADオペレーターなど配属先を広げて
います。配属先は、適性を考慮し、職場と連
携して決めています。
　また、働きやすい職場とするため新しい建
物はバリアフリー仕様としています。障がい
者用のトイレやエレベーターを設置し、カード
リーダーを置く位置の高さに、行政の障がい
者用基準を採用しています。

障がい者の職域拡大に向けた障がい者の職域拡大に向けた
積極採用と配属先の拡大積極採用と配属先の拡大

　当グループは、経営層と従業員の間で問題
意識を共有し、意見交換できる機会を定期的
に設けています。2006年度からは、若手約10
人ずつが参加する社長懇談会を開催。発言
はその場限りのオフレコで、仕事上のアドバイ
ス、社長の人生観、家族・趣味など、何でも自
由に語り合います。横のつながりの強化ともな
るよう毎回同年代を中心に参加者を構成し、
2012年度は課長代理級社員と新入社員を対
象に計18回開催、199名が参加しました。
　今後も、こうした対話の場を社内のあらゆる
部門、あらゆる層で設けていきます。

社長との自由闊達な意見交換の場社長との自由闊達な意見交換の場

タイヤ業界初のタイヤ業界初の
「くるみん」認定企業として積極的な「くるみん」認定企業として積極的な
ワークライフバランスへの取り組みワークライフバランスへの取り組み 育児介護支援制度の育児介護支援制度の

活用促進に向けた取り組み活用促進に向けた取り組み
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現地現
防災監防災監災災災災防防防防 監監監監監監監監防防災災監

20200202 12年12年12年22 は“自は“自は“自は“自分の身分の身分の身分 身分の を守れを守れを守れ守れを る人”る人”る人”る人”るる づくりづくりづくりづくりづくりを中心を中心を中心中中心に安に安に安に
全活動全活動全活動活動を進めを進めを進め進を進めましたましたましたしたした。危険。危険。危険。危険。危険予知（予知（予知予知（予知 KY）KY）KY）KY））活動に活動に活動に動活動 おいておいておいてい
は、提は、提は、提、提出され出され出され出 たKYたKYたKYたKYYた カードカードカーカードドについについについについいて職場て職場て職て職場職場職職 で対策で対策で対策で対策策で対 を検討を検討を検を検討検討
し、ルし、ルし、ルールをールをールをルをル 取り決取り決取り決り取り めて改めて改めて改めて改めて改て 善を実善を実善を実善を善 施。さ施。さ。さ施。ささ施 らに安らに安らに安安に安全環境全環境全環境全全環境
課が進課が進課が進課が進捗をフ捗をフ捗をフをフォローォローォローォロローして最して最て最して最て最最後まで後まで後までで後まで対策を対策を対策を対策対策を完了さ完了さ完了さ完了さ完完 せましせましせましせままし
た。また。また。また、防た、防た、防た 災活動災活動活動災活動動活 では、では、では、、、消火設消火設消火設消火設火設備の取備の取備の取備の取備の取り扱いり扱いり扱いり扱いい方法を方法を方法を方法法法
習熟す習熟す習熟す熟 るととるととるととるとる もに、もに、もに、災害の災害の災害の災害の災 防止に防止に防止に防止に止 は何がは何がは何がは何がは何が必要か必要か必要か必要要かを考を考を考を考を
えて行えて行えて行て行行動でき動でき動でき動できる人づる人づる人づづづ人づくりをくりををくりを進めま進めま進めま進め進 ました。した。したしたた。その結その結その結その結結果、果、果、果果
2012012012 2年は2年は2年は2年年年 完全無完全無完全無全 災害を災害を災害を災害 達成す達成す達成すすすることることることることこ ができができができができができましたましたましたましし 。。。
2012012013年も3年も3年も3年3 全員参全員参全員参全員参加型の加型の加型の型 安全活安全活安全活活安全活動を継動を継動を継動を継継続し、続し、続し、続し、無災害無災害無災害災害無災害
を達成を達成を達成を達成を 成を しますしますしますしま 。。。

りりりりでででででで、、、、
完完完完完全全全全全全無無無無災災災災災害害害害害をををを達達達達達成成成成

業業業業業業業業㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱
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■障がい者雇用率（住友ゴム工業㈱単体）

　住友ゴム工業では、出産・育児にかかわる
諸制度の整備や啓蒙活動によって、出産し
た女性従業員の育児休業取得率が100％を
達成したほか、男性従業員への育児休業の

従業員一人ひとりが多様な個性と能力を
存分に発揮できる快適な職場環境づくり。
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■育児休業・短時間勤務・介護休業制度活用者数
（住友ゴム工業㈱単体）
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（単位：名）

取得も積極的に推進しています。また、育児
に配慮した勤務形態の導入、時間外労働の
削減、有給休暇取得の推進などにも取り組ん
でいます。これらの実績が評価され、2009
年タイヤ業界初の「くるみん」認定企業となり、
現在も引き続き継続して認定されています。
　今後も、仕事と家庭
の両立を支援する
「ワークライフバランス」
に積極的に取り組んで
いきます。

　当グループは2010年、父親が出産後8週
間以内に育児休業を取得した場合は、子が2
歳に達するまで再度育児休業を取得できると

いった育児休業取得回数制限の緩和や、家
族の介護のための介護休暇制度の新設な
ど、育児・介護支援を拡充しました。2012年
には、育児のための短時間勤務制度につい
て、開始日・終了日の制限を緩和して利用し
やすくしています。
　今後も引き続き、社内イントラネットなどを通
じて各種制度のさらなる活用促進をPRし、取
得率向上を目指します。

ミニ運動会

進

す。
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配慮した勤務形態の導入、時間外労働の

いった育児休業取得回数制限の緩和や、家
族の介護のための介護休暇制度の新設な

ニ運動会
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BCP訓練

コーポレート・ガバナンスの充実
コーポレート・ガバナンスは、企業があらゆるステークホルダーに対し誠実な行動を果たし、
その利益を守っていくために、なくてはならない仕組みです。
住友ゴムグループは、企業市民として社会・経済の発展に貢献できる組織運営を目指して、
あらゆる側面から、コーポレート・ガバナンスの充実に努めてきました。
今後も、グローバルカンパニーとして国際社会の声にしっかりと耳を澄ませ、
先進的な取り組みにも積極的に挑戦していきます。

コンプライアンスの徹底
法令や企業倫理を守ることはコーポレート・ガバナンスにおける基本ですが、
これを完璧に実行し続けていくことこそが、企業の社会的責任です。
当グループはさまざまな手だてを講じて、コンプライアンスの徹底を図っています。

コーポレート・ガバナンスの充実

I
ステークホルダーへの

誠実さ

Integr i ty  for  s takeholders

C S R 活動報告

　当グループは、株主をはじめすべてのス
テークホルダーに期待され信頼されるグロー
バルな企業として企業価値を高めていくため
に、コーポレート・ガバナンスの充実を重要な
経営課題と位置づけ、経営全般の効率性を
確保するとともに、透明性の向上を目指し、
法令遵守の徹底、内部統制システムの強化
に継続的に取り組んでいます。
　住友ゴム工業は、監査役会制度を採用し
ており、経営監督機能強化の観点から、監
査役5名のうち3名を社外監査役としていま
す。各監査役は執行役員からの報告の聴
取や業務状況の調査などによって厳正な監
査を実施し、取締役会などで意見を述べ、
勧告しています。
　また、社外役員全員（社外取締役2名およ
び社外監査役3名）については、㈱東京証
券取引所等の定めに基づき、独立役員とし
て届け出ています。

コーポレート・ガバナンスにコーポレート・ガバナンスに
対する考え方対する考え方

　2003年2月「コンプライアンス相談室」を設
置。以来、通報者は不利益を被らないという

社内・社外窓口の設置による社内・社外窓口の設置による
報告相談への適切な対応報告相談への適切な対応

　当グループは、リスクを「グループの経営
理念に則った円滑な事業活動の遂行や経
営上の目標・戦略の達成を阻害し、もしくは
これらに悪影響を及ぼす可能性のある要
因」と定義しています。それぞれのリスクに
ついて、できるだけその軽重に応じた経常的
なコストと活動によって、合理的にリスクの軽
減・最小化を図ることに努めています。
　リスクの軽重は、金銭的な影響だけでは
なく、「①品質と安全性の確保 ②ステークホ
ルダーとの良好な関係維持 ③法令遵守、
企業倫理の維持 ④住友事業精神、グルー

リスクマネジメントのリスクマネジメントの
基本的な考え方基本的な考え方

企業行動基準普及による企業行動基準普及による
不正行為の防止不正行為の防止

　当グループは、従業員のコンプライアンスに
対する意識を高めるため、新入社員研修や階
層別研修などでコンプライアンスについて説明
しています。2012年度は管理職を対象に海外
競争法講演会を開催したほか、輸出管理や下
請法に関する説明会を実施。グループ会社で
も｢コンプライアンス｣、｢独占禁止法｣、｢下請
法｣等の説明会を実施しました。また、法務
部HPを充実させ、｢コンプライアンス｣に関する
各種情報を随時イントラネットで提供するなど、
全従業員の意識の向上も図りました。

コンプライアンスに対するコンプライアンスに対する
従業員の意識向上従業員の意識向上

　2012年度は、2010年から進めていた生産
拠点の地震BCP拡大のほか、神戸本社、東

CSRトップ マネジメントWeb
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コンプライアンス研修

ライトスマート研修
（製造物責任法や景品表示法を意識した文書作成のための研修）

京本社への拡大展開を行ってきました。
　策定にあたっては、事前対策と災害直後
の初動対応、初期の復旧活動に重点をおい
て活動を進め、事業継続と早期復旧を図る
ための計画づくりを行いました。
　2013年度は、加古川工場の地震BCP策
定に取り組み、国内事業所の地震BCPを完
了させることを目指します。また、既にBCPを
策定している事業所は、対策項目の進捗管
理を行い、実効性についても検証を行ってい
きます。

プ経営理念およびグループ企業行動基準」
の4つを勘案して判断することとしています。
　2012年度は、2011年度に選定した重要リ
スクに対して、具体的な対応策を検討し実
施してきました。
　2013年度は、引き続き重要リスクへの対
策実施を進めるとともに、全社リスクの分析
を実施し、重要リスクの再選定と新規リスク
の発掘を進めていきます。

保証のもとに利用促進を図っています。
　2012年度の報告・相談件数は6件で、労働
問題などに関するものでした。今後もコンプライ
アンス相談室による不正の早期発見と重大な問
題発生防止に努めます。

　当グループは、「企業行動基準」のなかで「政
治資金規正法および公職選挙法の遵守」「贈収
賄等の禁止」「反社会的勢力との絶縁」を挙げ
て、不正行為の防止を従業員に周知しています。
　2012年度も国内外に｢企業行動基準｣の浸
透活動を展開し、同時に法的リスクアセスメント
やコンプライアンスの徹底および普及に努めま
した。海外駐在員に対しては、海外赴任者向
け研修やイントラネットを通じた情報提供などに
よって、これらの方針を徹底しています。海外

への事業展開を拡大させていくにあたって、
2012年度は、海外販社を対象にしたコンプラ
イアンスリスクのアセスメントを積極的に行いま
した。また、現地従業員を対象に競争法に関
する研修会を実施するなど、活動を深化・拡
大させて、不正行為の防止に努めています。

BCP（事業継続計画）BCP（事業継続計画）
Business Continuity PlaBusiness Continuity Plan
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　ダンロップタイヤ営業本部が2001年度に
「お客様相談室」を開設して以来、ご相談内
容を分析し関連部門に伝えて、品質やサービ
スのさらなる改善を図っています。2012年度
は、タイヤ諸元（各部分の呼び名・寸法）や
商品選択に関するお問い合わせ、摩耗に関
するご意見など6,819件のお声をいただき、速
やかに検討し対応いたしました。
　たとえば、寄せられたご意見に従って、カタ
ログに掲載している「ブランド別特性一覧表」
をホームページにも掲載し、ネットからも商品特
性の違いを容易に確認いただけるように改善

■■タイヤ事業の取り組みタイヤ事業の取り組み

　ダンロップスポーツ㈱は、2003年度に「お客
様相談室」を開設しました。また、2007年度に
ゴルフ製品部門で、2008年度にはテニス製品
部門で「アフターサービスセンター」を新設し、カ
スタマーサポート体制を整備・強化しました。
　2012年度は、従来通り新製品やイベント・
キャンペーン、プロの使用物品に関するお問い
合わせのほか、「海外モデルやニセモノクラブか
どうかの照会」に関するお問い合わせが多く寄
せられ、迅速・的確な回答・対応に努めました。
　今後も専任のスタッフが適切に対応するととも
に、お客様の声を新規商品開発や品質改善の
ほか、広告宣伝、カタログ表記などプロモーショ
ン全般にもスピーディに活用していきます。

■スポーツ事業の取り組みスポーツ事業の取り組み

　産業品では、一般向けの手袋・生活用品
を販売する㈱ダンロップホームプロダクツが
2010年に新ブランド『樹から生まれた手袋』
を発売し、お買い上げ1双(1Pair)につき1円

■ 産業品他事業の取り組み産業品他事業の取り組み

作業技術コンテストを開催

販社の選抜者10名がお客様の迎え入
れから送り出しまで、基本的な接客の流
れをロールプレイングで競い合いました。
　優勝は、ダンロップタイヤ近畿㈱・タ

イヤセレクト高槻 水本店長でした。経験に裏
打ちされた実力と大会にかける意気込みが相
まって、下位に圧倒的な差をつけての優勝とな
りました。マナーや気遣いなどの基本に加え、
商品を平易な言葉でわかりやすく伝えるトークで
も技術力の高さが際立ちました。直営店では
今後も、お客様目線に立った接客を心がけ、ダ
ンロップのファンづくりに取り組んでいきます。

　当グループは、お客様満足度を向上させて
いくため、各事業所の営業部門や品質保証部
門が窓口となって、お客様のご意見・ご要望に
適切にお応えし、収集した情報を商品やサー
ビスの改善に活かしています。
　また、ことの大小に関わらず率直な声をお届
けいただけるよう、事業ごとにお客様相談窓口
を設置し、お客様からのお問い合わせやクレー
ムに適切に対応しています。

商品・サービスの改善に活かす商品・サービスの改善に活かす
お客様の声お客様の声
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常にステークホルダーの声を重視し
社会に開かれた企業であり続けるために。
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従業員の声
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ステークホルダーステークホルダーとの対話促進との対話促進
企業活動がグローバルに拡大するほど、ステークホルダーも多様化します。
住友ゴムグループは、すべてのステークホルダーにご支持をいだたき、
より大きな社会的責任を果たせる企業へと成長し続けていけるよう、
オープンマインドな経営姿勢を貫き、より多くの皆様との対話に努めています。
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7,952 7,639 7,437
6,568 6,468 6,492
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6,809

10,154 9,981 10,228
11,190 10,606

9,513

2012

10,821

1,627 1,860 2,112 1,900 2,230 2,200

2012

2,485

●タイヤ事業 ●スポーツ事業 ●産業品事業・その他事業

「ブランド別特性一覧表」ホームページ マレーシアでの植樹

作業技術コンテストの様子

接客技術コンテストの様子

｢樹から生まれた手袋｣

しました。さらに、お客様をお待たせする時
間を短縮するため資料の整理統合を実施し、
電話でのお問い合わせ１件当たりの回答時
間を前年比15％短縮しました。
　今後もホームページの充実を図るとともに、
お客様相談室でのさらなる顧客満足度の向
上を進めていきます。

　当グループは、品質・価格・納期だけでな
く、コンプライアンスや人権・労働をも包含した
CSR調達の推進を目指しています。
　2012年には一度に5～ 10社様をご招待し、
ともにCSRについて考え、意見交換を行う場
を設け、それを複数回実施することで、CSR
活動の輪をサプライチェーン全体に広げるこ
とができました。
　今後も取引先に対し、CSR活動に関するヒ
アリングや情報交換の機会を継続的に設けて
いきたいと考えています。

取引先とともに取り組む取引先とともに取り組む
CSR調達CSR調達

　当グループは、公正かつ開かれた企業活
動を理想とし、取引先との確かなパートナー
シップを築くために、調達ガイドラインの作成・
運用、法令の改正や外部環境の変化などに
応じた同ガイドラインの改正などに取り組んで
います。また、サプライヤーからの改善提案
（VA提案）や設計段階からの提案（VE提
案）を積極的に受け入れています。
　さらに、取扱商品が異なるダンロップスポー
ツ㈱とSRIエンジニアリング㈱を除くすべての
調達業務で、調達先・調達量・品目などを集
約化する集中購買を実施しています。その
メリットを活かし、部品の共通化も進めていき
ます。

公正かつ開かれた企業活動で築く公正かつ開かれた企業活動で築く
確かなパートナーシップ確かなパートナーシップ

を｢1 PAIR for 1 LOVE｣
というテーマで地球環境保
護活動や社会貢献活動に
役立てています。2012年
度は、マレーシアでの植樹
活動・ピンクリボン運動・
“イクメン”運動・東日本大
震災の復興活動の支援を
行いました。また、アースデ
イ東京に参加し、天然ゴム
手袋の環境へのやさしさや
社会貢献活動｢1 PAIR for 
1 LOVE｣についてPRを行いました。
　さらに、インターネットを利用した情報提供に
も力を注いでおり、ホームページをよりわかりや
すく充実させると
ともに、ツイッター
やフェィスブックに
よる商品情報の
発信も継続する
など、顧客満足
度向上に努めて
います。

作業技術コンテストを開催
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作業技術コンテストの様子
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　作業事故の撲滅と作業品質の向上を目指
し、3回目となる作業技術コンテストを開催しまし
た。乗用車部門とトラック・バス部門に分か
れ、全国の選抜者各10名が、実技と筆記の課
題に挑戦。特に実技は、乗用車部門はランフ
ラットタイヤとTPMS（タイヤ空気圧監視システ
ム）付きのホイールとの組み込み作業、トラック・
バス部門は19.5インチのタイヤを組み込み、点
検時には不具合箇所（未告知）を発見すると
いう高度な内容でした。
　優勝は、乗用車部門が山本昌利さん、トラッ
ク・バス部門が寺田優作さん。ともにダンロッ
プタイヤ四国㈱・タイヤランド新居浜西店のス
タッフです。常日頃、先輩から後輩に技術の
伝承を行っていることが、同店のダブル優勝（ト
ラック・バス部門は2年連続）につながりました。
　今後も同大会を継続し、全国的な作業品質
の向上を図っていきます。

常
社I

ステークホルダーへの
誠実さ

Integr i ty  for  s takeholders

C S R 活動報告
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　広く開かれた資材調達を実現するため、住
友ゴムグループは、2004年度、ウェブサイト上
にオープン調達システムを立ち上げました。化
学物質管理など当社が定めた調達ガイドライ
ンの基準を満たす企業であれば、取引実績の
有無を問わず当グループの資材調達オーク
ションに参加できる、オープンな環境を整備して
います。ウェブサイトの性格上、海外からの参
加も可能であり、グローバルな資材調達の有効
な手段になるものと認識しています。
　2012年度は、リースや設備工事を中心に合
計68件実施しました。2013年度も引き続き、買
い手が売り手を選ぶリバースオークション（逆
オークション）の利用拡大に努めます。

国内外に広く開かれた国内外に広く開かれた
資材調達のためのウェブサイト上での資材調達のためのウェブサイト上での
リバースオークションの強化リバースオークションの強化

　NGO・NPOとの協働などを通じ、多様なス
テークホルダーとの交流・対話を推進していま
す。2012年度は、CSR基金の助成にあたり、
兵庫県・東京都・福島県・愛知県・宮崎県・
大阪府のNPOと協働。また、東日本大震災の
復興に向け、現地NPO団体と連携してボラン
ティア活動を行いました。
　ほかにも、認定特定非営利活動法人市民活
動センター神戸、特定非営利活動法人SEINか
ら従業員向けのボランティア活動情報の提供を
受け、また特定非営利活動法人颯爽JAPAN
主催のよさこい祭り「KOBE ALIVE2012」に
も参加しました。

NGO・NPOとの協働NGO・NPOとの協働 地域の市民活動団体との地域の市民活動団体との
対話・協働対話・協働

CSR基金CSR基金

CSRトップ ステークホルダーのためにWeb

35 S U M I T O M O R U B B E R G R O U P C S R R E P O R T 2 0 1 3
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昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘

　地域住民や市民団体との対話は、各拠点
の窓口やCSR推進室が主管部署となって実施
しています。対話・協働を続けるなかで、必要
に応じて安全環境管理部やその他関連部署
と調整し、経営会議で内容を審議しています。
　2009年度から毎年有識者とのステークホル
ダーダイアログを継続実施しており、また地域
とのコミュニケーション窓口としてはCSR推進
室が随時対応し、さまざまなステークホルダー
との対話を推進しています。今後は対話のな
かで課題を抽出し、具体的に事業活動に反
映させていく仕組みづくりを行っていきます。

常にステークホルダーの声を重視し
社会に開かれた企業であり続けるために。
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様様様様様様様様様

　住友ゴム工業は、2009年7月、環境保全・
災害支援など、当グループ事業所所在地域
固有の社会問題の解決に取り組む団体支援
のため、住友ゴムCSR基金を設立。趣旨に
賛同した従業員と会社との「マッチングギフト
方式」で運営しています。
　助成対象地域および助成対象団体数を
年々増やし、2012年度は、福島県・東京都・
愛知県・大阪府・兵庫県・宮崎県の6地域27
団体に計550万円の助成金を拠出しました。

社会貢献活動の推進
当グループは、良き企業市民として、全国の各事業所を中心に
20年来取り組んでいる地域貢献活動“GENKI活動”に加えて、緑化活動や
ボランティア活動、NGO・NPOとの協働を通じた地域社会との交流など、
全社統一的な社会貢献活動を進めています。今後も、企業行動基準に規定した
「会社と社会との関係」の考え方をベースに、積極的な取り組みを進めます。

　2012年度の株主配当は1株あたり
7円増配して30円でした。
　住友ゴム工業は、株主への利益還
元を最重要課題と認識し、連結ベース
での配当性向、業績の見通し、内部
留保の水準などを総合的に判断しな
がら、長期にわたって安定した配当を
実施することを基本方針としています。
　内部留保については、将来の収
益基盤の拡大を図るため、設備投
資や研究開発などの先行投資に活
用しています。

株主への利益還元の方針株主への利益還元の方針

株主・投資家との株主・投資家との
コミュニケーションコミュニケーション

助成先団体の活動

株主通信

アニュアルレポート
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たたたたたたたたためめめめめめめめににににににににににに」」」」」」」たたたたたたたた
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企業行動基準企業行動基準－「会社と社会との関係」「会社と社会との関係」
住友ゴムグループは、良き企業市民として社会・地域社会への貢献活動および地球環境保全への
取り組みを積極的に進めます。
●●●●住友ゴ住友ゴ住友ゴ住友ゴ住友ゴ住友ゴ友住友ゴ友ゴゴムグルムグルムグルムグルムグルルムグルグループはープはープはープはープはープはープはープは、「C、「C、「C、「CC、「CC「CSRSRSRSRSRSRS 活動基活動基活動基活動基活動基活動活動基活動基動 本理念本理念本理念本理念本理念本理念理本 」に基」に基」に基」に基」に基に基基づき、づき、づき、づき、づきづき、づき、づき、持続可持続可持続可持続可持続可持続可持続可持続可能な社能な社能な社能な社能な社能な社能な社能な社会の実会の実会の実会の実会の実会の実会の実会の実現に貢現に貢現に貢現に貢現に貢貢現に貢貢献し、献し、献し、献し、献し、し、、
社会か社会か社会か社会か社会か社会か会かから信用ら信用ら信用ら信用ら信用ら信用ら信用ら信用ら されるされるされるされるされるされれるされるる企業グ企業グ企業グ企業グ企業業企業グ業グループループループループループループープを目指を目指を目指を目指を目指を目指を目指を目指しますしますしますしますしますまますす。。。

●●●●●役員お役員お役員お役員お役員お員役員 よび社よび社よび社よび社び社よび社よび社び社び 員は、員は、員は員は、員員は員は、員は、住友ゴ住友ゴ住友ゴ住友ゴ住友ゴ住友ゴ住友ゴゴゴムグルムグルムグルムグルムグムグムグルムグループがープがープがープがープがープがプがプ 地域社地域社地域社地域社地域社地域域社地域地 会から会から会から会から会からから会からから歓迎さ歓迎さ歓迎さ歓迎さ歓迎さ歓迎迎さ歓迎 れ、信れ、信れ、信れれ、信れ、信れれ 信頼され頼され頼され頼され頼されされさ頼さ るようるようるようるようるようるようるようう、地域、地域、地域、地域、地域、地域域域社会に社会に社会に社会に社会に社会に会に社会に密着し密着し密着し密着し密着し着し着したたたたたたた
社会貢社会貢社会貢社会貢社会貢社会貢社社 献活動献活動献活動献活動献活動活動献活動献活動献 ににににににに努めな努めな努めな努めな努めな努めな努めな努めなければければければければければければければればなりまなりまなりまなりまなりまなりまな せん。せん。せん。せん。せんせん。せんん

●●●●●住友ゴ住友ゴ住友ゴ住友ゴ住友ゴ住友住友住友ゴムグルムグルムグルムグルムグルルループはープはープはープはープはプはプはプは、環境、環境、環境、環境、環境環境環境環境関連の関連の関連の関連の関連の関連関連関連の法令を法令を法令を法令を法令を法令を令を令を遵守す遵守す遵守す遵守す遵守す守す遵守守 るのはるのはるのはるのはるのはののはのの もちろもちもちろもちろもちろもちろち んのこんのこんのこんのここんのこのこのこと、事と、事と、事と、事と、事と、事と、事と、事業活動業活動業活動業活動業活動動動活動活 や提供や提供や提供や提供や提供や提供や提供や提供するするするするするするするする
製品・製品・製品・製品・製品・製品製 サービサービサービサービサービビービービスが地スが地スが地スが地スが地スが地スが地スが地が 球全体球全体球全体球全体球全体球全体球全体球 体の環境の環境の環境の環境の環境の環境の にできにできにできにできにできにででで る限りる限りる限りる限りる限り限限限 負荷を負荷を負荷を負荷を負荷を負荷負負荷を与えな与えな与えな与えな与えな与ええ与え いよういよういよういよういようういよういようい 最大限最大限最大限最大限最大限最大限最大限最大限の努力の努力の努力の努力の努力の努力の努力の努力をしまをしまをしまをしまをしまををしまをしをします。す。す。す。す。すす。す
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社会貢献活動の推進

よさこい祭り「KOBE ALIVE2012」に参加

　住友ゴム工業は、株主・投資家の
皆様とのコミュニケーションの機会と
して、株主総会をはじめ、アナリスト・
機関投資家向けの説明会を四半期
ごとの決算発表時などに開催し、企
業経営や事業活動について説明し
ています。また、アナリスト・機関投
資家向けには、個別ミーティングや
取材の場を適宜設けています。
　さらに、「IR情報」サイトで、株主
総会や機関投資家向け決算説明

会の予定・業績推移などの各種データを開
示しているほか、株主総会招集通知・株主
通信・決算短信・決算説明会資料・有価証
券報告書・アニュアルレポート（日英）などの
ライブラリーも充実させています。
　また2010年から、毎年9月に個人株主様向
けのアンケートを実施。株主様から頂戴した
ご意見・ご質問に対しては、一部ではありま
すが、翌年3月発行の株主通信「株主の皆
様へ」においてお答えしています。
　これからも株主様の声を今後の経営やIR
活動に活かしていきます。

ア アルレポ ト
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1,41,41,41,41,41,41,4408名08名08名08名08名名08名08名

196196196196196196191961年1年1年1年年年

自動車自動車自動車自動車自動車動車自動車自動車自 タイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤ

200200200200200200200004年4年4年4年4年年年年

〒47〒47〒47〒4747〒47〒4771-01-01-01-01-001-01 837837837838377837837 愛知愛知愛知愛知愛知愛愛知県豊田県豊田県豊田県豊田県豊田県豊県豊田県豊田市新生市新生市新生市新生市新生市新生市新生市新生町4丁町4丁町4丁町4丁町4丁丁町4丁町4丁目1番目1番目1番目1番目1番目1番目1番目1番地地地地地地地地
TELTELTELTELTELT .0505.05.05.05..0565-65-65-65-65656565-28-28-2828-28-28-8-28-234234234234234234233 5　F5　F5　F5 F5　F5 F5 AX.AX.AX.AXAX.AXAXAX 056056056056560565565-25-25-25-25-25-25-25 9-39-39-39-39-39-39-39-35655655655655656655

所在地所在地所在地所在所在地所所在所

従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始業 年年年年年年年

主要主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造品目品目品目品目品目目目目

完全完全完全完全完全完全完全完 ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエゼロエミゼロエミゼロエミッションッションッションッションションッションッションン達成達成達成達成達成達成達成達成

1,61,61,61,61,6611 46名46名46名46名6名4

1971971971971979971974年4年4年年4年年4年年

自動車自動車自動車自動車自動車動車動車動車自動車タイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイ

200200200200200000020 4年4年4年4年4年44年4年4年

〒96〒96〒96〒96〒96〒9〒9〒 1-01-01-01-01-01-01-0-0017017017017017017017 福島福島福島島福島福島福島福島県白河県白河県白河県白河県白河県白河県白河県白河市双石市双石市双石市双石市双石市双石市双石市双石双 広久保広久保広久保広久保広久保広久広久広久保1番地1番地1番地1番地1番地1番11番地
TELTELTELELTELTELEEL.02.02.020020220248-48-48-4848-848-22-22-22-22-22-222222 331331331331331311　F1　F1　F11 FFFFAX.AX.AX.AX.AX.AXXAX 0240240240240240240 8-28-28-28-88-28-22-52-52-52-52-522-5-56896896896896898

所在地所在地所在地所在地所在地所在地所在地所在地

従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数業員数

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始業開始年年年年年年年年

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造要製造品目品目品目品目品目品目品目

完全完全完全完全完全完全完全完全ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼ エ ッションッションッションッションッションションションショ 達成達成達成達成達成達成成成

4514514514545144551名名名名名名

19419419494194911 4年4年4年4年4年年

〒59〒59〒59〒59〒59〒59〒59〒59〒 5-85-85-85-885 85-5-86506506565665065065 大阪大阪大阪大阪大阪大阪府泉大府泉大府泉大府泉大府泉大府泉大大泉大津市河津市河津市河津市河津市河津市河津市河市河津 原町9原町9原町9原町9原町9原町9原町9原町9番1号番1号番1号番1号番1号番番1番1号
TELTELTELTELTELTELTTEL.070007.07.07.070725-25-25-525-25525 221-21-21-21-21--128128128128128886　F6　F6　F6 F6　F6 F　FAX.AX.AX.AX.AX.A 0720720720720722272725-25-25-25-25-25 25 25 21-11-11-11-11-11 111121121121111211211

所在地所在地所在地所在地所在地所所在地所在地

従業員数従業員数従業従業員数従業員数従業員数従業員数従業員

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業 年年年年年年年

13013013030130130133 名名名名名

1991991991991991911996年6年6年6年6年6年6年6年

ゴルフゴルフゴルフゴルフゴルフルフフゴルフボールボールボールボールボボボール

20020000200200200200005年5年5年5年5年55年

〒66〒66〒66〒66〒66〒66〒66〒669-49-49-49-49-4449 3233233233233233 兵庫兵庫兵庫兵庫兵庫兵兵庫県丹波県丹波県丹波県丹波波県丹波県丹波県丹波丹県 市市島市市島市市島市市島市市島市市島市島市市島町梶原町梶原町梶原町梶原町梶原梶原町町 55555555
TELTELTETETETELTELTELTE .07.0707.07.07.0700 95-95-95-95-95-9 85-85-85-8585-85-300300300030003003000　F0　F0　F0　F0　F00 F0 FAX.AX.AX.AXXAX.AA 0790790790790790790790 5-85-85-85-85-85-885 85-35-35-35-35-335 3002002002002002022

所在地所在地所在地所在地所在地所在地地在

従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員業業

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始業開始操業開始始業開始年年年年年年年年

主要製造主要製造主要製造主要製造製造主要製造主要製造主要製製 品目品目品目品目品目目

完全完全完全完全全全完完全ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼゼロゼロ ミッションッションッションッションッションッションシッ 達成達成達成達成達成達成達成達

1,41,41,41,41 441,4,1, 9名69名69名69名69名69名69名69名

1971971971979719799 6年6年6年6年6年年年年

自動車自動車自動車自動車自動車自動車自動車自動車タイヤタイヤタイヤタイヤタイヤイヤタイヤタイヤ

202002002002002002000 4年4年4年4年4年4年年年

〒88〒88〒88〒88〒8〒88〒8〒8〒 5-05-05-05-05-05 000004004004040040040404 宮崎宮崎宮崎宮崎宮崎宮崎宮崎宮崎県都城県都城県都城県都城県都城都城県都城市都北市都北市都北市都北市都北市都市都北町3番町3番町3番3番町3町3番町3番
TELTELTELTELTELTE .09.09.0909090909.0986-86-86-86-86-8866 38-38-38-333838-8 131131131131131111311　F1　F1　FF1 F1　FAX.AX.AX.AX.AX.AXX 0980980980909098980986-36-36-336-36-38-48-48-48-48-488 12912912912912929

所在地所在地所在地所在地所在地所在地所在地地地地

従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数業員数

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始業開始操業開始操業開始年年年年年年年

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造造品目品目品目品目品目品目品目品目

完全完全完全完全完全完完完全ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミッションッションッションッションッションションショ 達成達成達成達成達成成達成達成

4464464464464644646446名名名名名名名
19719719719191971972年2年2年2年年2年2年2年

〒67〒67〒67〒67〒67〒67〒67〒675-05-05-05-005-05-00110101011011011011011 兵庫兵庫兵庫兵庫兵庫兵庫兵庫県加古県加古県加古県加古加古県加古県加古加古川市野川市野川市野川市野市野川市野川市野市野口町北口町北口町北口町北口町北口町北町北口町北野41野野41野41野41野41野4 0-10-10-10-10-
TELTETELTETELTELTELTE .07.07.07.070.070 9-4999-49-49-49-49 24-24-24-24-24-24-44 01101101011011011111 1　F1　F1　FFF1 F　FAX.AX.AX.AX.AX.X 079079079079079707999-42-4-42-42-42-4242426-06-06-06-06-0006-01891891891189189189

所在地所在地所在地所在地所在地在地所在在

従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業 数

操業開始操業開始操業開始操業開始業開始操業開始業業 年年年年年

223223223223223223223名名名名名名

198198198198989988989年9年9年9年9年9 ※※※※※

ゴルフゴルフゴルフゴルフゴルフルゴルル クラブクラブクラブクラブクラブククラク

2002002002002002002006年6年6年6年6年年

〒85〒85〒85〒85〒8〒85〒85〒855-05-05-05-05-0-00004004004004004004 宮崎宮崎宮崎宮崎宮崎崎崎県都城県都城県都城県都城県都城都城城県都城市都北市都北市都北市都北市都北都市都都市 町3番町3番町3番町3番町3番町3番町
TELTELTELTELTELEE .09.09.09.0909000 86-86-86-86-86-38-38-38-38-38-467467467467464 9　F9　F9　F9　FFF9 FFAX.AX.AXAXAX.AXAXAX 098098098098098009898986-26-26-26-26-2-26 27-57-57-5-57 555-502026026026026026202

所在地所在地所在地所在地所在地所在在在

従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数員員数数

操業開始操業開始操業開始操業開始操業操業開始業開始開始年年年年年年年

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造要製造要製主要製造品目品目品目品目品目品目品品目

完全完全完全全完全完全完全完全ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミロエミエミゼロエミゼロ ッションッションッションッションョンョンッション達成達成達成達成達成達成達成達成

自動車自動車自動車自動車自動車動車自動車自動車動 タイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤ
医療用医療用医療用医療用医療用医療用医療用医療用精密ゴ精密ゴ精密ゴ密精密ゴ精密ゴ精密ゴ精 ムムムムムムム

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製主 品目品目品目品品目品目品目

完全完全完全完全完全完全ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミッションッションッションッションッションションションシ 達成達成達成達成達成達成達成達成 20020020002002005年55年5年5年5年5年5年

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主 製 品目品目品目品目品目

完全完全完全完全完全完完 ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミッションッションッションッションッションションンョ 達成達成達成達成達成達成達成 20020020020020020020020055555555年年年年年年年

オフセオフセオフセオフセオフセオフセオオ ットブットブットブットブットブットブブットブランケランケランケランケランケランケンケンケット、ット、ット、ット、ッッットッ 防舷材防舷材防舷材防舷材防舷材防舷舷材舷 、OAOA、OA、OA、O、OAOAOA
機器用機器用機器用機器用機器用機器用機器用機器用精密ゴ精密ゴ精密ゴ精密ゴ精密ゴ精密ゴ精密ゴ精密ゴム部品ム部品ム部品ム部品ム部品ム部品ムム部品、ガス、ガス、ガス、ガス、ガスガススガ、 用ゴム用ゴム用ゴム用ゴム用ゴム用ゴム用ゴム用ゴム
管、制管、制管、制管、制管、制管、制管、制、 振ダン振ダン振ダン振ダン振ダン振ダンダン振ダンンパー、パー、パー、パー、パーパー、パー 医療用医療用医療用医療用医療療用療医療用精密ゴ精密ゴ精密ゴ精密ゴ精密ゴ密ゴゴムムムムムム

54名54名54名54名54名54名54名54名

197197197197971971971972年2年2年2年2年2年2年2年年

〒67〒67〒67〒67〒67〒67〒67〒 5-15-15-15-15 155-15-13183183181831818181 兵庫兵庫兵庫兵庫兵庫庫兵庫庫県小野県小野県小野県小野県小野県小野県小野小野市北丘市北丘市北丘市北丘市北丘市北丘北丘市北丘町35町35町35町35町3535町35町355番地5番地5番地5番地5番地5番地5番地5番地99999999
TELTELTELTELELETEL.07.07.07.07.070707070 94-94-94-94--94-63-363-3-63-6363 0540540540540540543　F3　F3　F3 F3 F3 F3 AX.AXAX.AX.AXAX.0790790790790790790790 4-64-64-64-64-64-6663-63-63-63 63-63-633 51051051051051010510510

所在地所在地所在地所在地所在地所所在地所在

従業員数従業員数従業員数従業員従業員数業員従業員数従業員数従

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始年年年年年年

更生タ更生タ更生タ更生タ更生タ更生タ生タ更生タイヤのイヤのイヤのイヤのイヤのイヤのイヤのイヤのヤ
製造・製造・製造・製造・製造・製造製造製造 販売販販販売販売販売販売販売販

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造要製造製造品目品目品目品目品目品目品目品目

完全完全完全完全完全完全完全完全全完 ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエゼロエミゼロエミゼロ ッションッションシッションッションッションッションショ 達成達成達成達成達成成達成達成 20120120120120101010年0年0年0年0年年

157157157111571557名名名名名名名名

2002002002002002002000 3年3年3年3年3年年年年3

〒67〒67〒67〒67〒67〒67〒67〒675-05-05-05-05-05-0-05-00190190190001900019019 兵庫兵庫兵庫兵庫兵庫庫庫県加古県加古県加古県加古県加古県加古県加古古川市野川市野川市野川市野川市野川市野川市野市野口町水口町水口町水口町水口町水口町水町水水足19足19足19足19足19足19足19足196060606060660
TELTELTELTELTELTELTELTEL.0707.07.07070707.0779-49-49-49-49-426-26-26-26262226-2702702702702702702702　F2　F2　F2　F22　F22 AX.AX.AX.AXAXXX 0790790790790797 -42-42-42-4242424-426-26-26-26-2226 26 977977979779779779779777

所在地所在地所在地所在地所在地所在地所在地所在在

従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数業員数業員数従業員数

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開 年年年年年年年年

タイヤタイヤタイヤタイヤタイタイヤイヤイ 生産用生産用生産用生産用生産生産用生産用生産用
金型の金型金型の金型の金型金型の金型の金型の設計、設計、設計設計、設計設計設計、設計、設 製作製作製作製作製作製作

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造製造主要製造主要製造要 品目品目品目品目品目品品

完全完全完全完全完全完 ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエ ッションッションッションッションッションシッッ 達成達成達成達成達成達成成達成 20020020020022002 8年8年8年8年年年8年年年

12912912912912999129名名名名名名名名
19119119119119119119 4年4年4年4年4年年年年

〒65〒65〒65〒65〒65〒656〒 1-21-21-21-2-211 312312312312312 神戸神戸神戸神戸神戸神戸神戸神戸市西区市西区市西市市西区市西区市西区市西区神出町神出町神出町出町神出町神出町神出町神出町南61南61南61南61南6南南 9番地9番地9番地9番地9番地9番地番地番地
TELTELTELTELTELTELTELTEL.07.07.07.07.0700778-98-98-98-98-98-98-98 65-65-65-65-65-65-5-10110110110110101 5　F5555　F5　F5　F5　FAX.AX.AX.XAX.AX 0780780780780787 -96-96-96-96-96-96-96965-05-05-05-05-05-5-05-03003030030030000300300

所在地所在地所在地所在地所在地所在所在所在

従業員数従業員数従業員数員数業従業員数従業員数業 数業

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始業 始年年年年年

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要主要製造主要製造品目品目品目品目品目品目品

完全完全完全完全完全完全全ゼロエミゼロエゼロエミゼロエミゼゼゼロエミゼロエミッションッションッションョッションッションョョ 達成達成達成達成達達成 20020020020020200202008888888年年年年年年年年

ゴム製ゴム製ゴム製ゴム製ゴム製ゴム製ゴム製ム 品製造品製造品製造品製造品製造品製製造品製造製 用機械用機械用機械用機械用機械用機械用機械械
およおよおよおよおよおよお びライびライびライびライびライびライび ン設備ン設備ン設備ン設備ン設備設備設設 の設計の設計の設計の設計の設計の設計の設計の設計・・・
製造・製造・製造・製造・製造・造製 販売販売販売販売販売販売販売販

※宮崎の※宮崎の※宮崎の※宮崎の※宮崎の※宮崎の宮崎の本社・工本社・工本社・工本社・工本社・工社・工本社・工本社・工本社・工場の稼働場の稼働場の稼働場の稼働場の稼働場の稼働働開始開始開始開始開始開開開

※掲載拠点は環境マネジメントシステムISO14001のグローバル統合認証を取得しており、認証番号「YKA4004047」で環境管理体制を一元化しております。〈国内工場/国内関連会社〉

37373737373337 3838383838383838S U MS U MS U MS U MS U MS U MS U MS U MS I T OI T OT OI T OI T OI T OI TI T O M OM OM OMMM OM OM R U BR U BR U BR U BRR U BBB B E RB E RB E RB E RB E RB E RB E RR G RG RG RG RG RG RG RG R O U PO U PO U PO U PO U PO U PO UU C S RC S RC S RC S RC S R R ER ER ER EER E P O RP O RP O RP O RP O RP O RO RO R T  2T  2T  2TT  2T 22 0 1 30 1 30 1 30 1 30 1 31 3 S U MS U MS U MS U MS U MS U MS I T OI T OI T OI T OI T OT OTT M OM OM OM OM OM O R U BR U BR U BR U BR U BR U BBBB E RB E RB E RB E RB E RB E RB EB G RG RG RGG RG RO U PO U PO U PO U PO U PP C S RC S RC S RC S RRC S RC S RC S R R ER ER ER ER ER ER ER P O RP O RP O RP O RP O RROO R T  2T  2T  2T 2T  2 0 1 30 1 30 1 30 1 3110 1 33

サイトレポート

サイトレポート〈国内工場 /国内関連会社〉

■■■■■■■■震災に震災に震災に震災に震災に震災に震災に震災により屋より屋より屋より屋より屋よりり屋屋外で遊外で遊外で遊外で遊外で遊外で遊外で遊外で ぶことぶことぶことぶことぶことぶことぶことができがでができができができができで ない子ない子ない子ない子ない子ない子ない子どもどもどもどもどもど
たちにたちにたちにちたちにににたちに「しぜ「しぜ「しぜ「しぜ「しぜ「ししぜ「し んとあんとあんとあんとあんとあとああとあそぼうそぼうそぼうそぼうそぼうそぼうそぼうそぼ inininininn 白河白河白河白河白河白河白河白河工場」工場」工場」工場」工場」工場」工場工場」をNPをNPをNPをNPをNPNNPOOOOOO
と協働と協働と協働と協働と協働と協働協働協働で開催で開催で開催で開催開催開催で開催催

■■■■■■■■■白河工白河工白河工白河工河工白河工河工白河工場にて場にて場にて場にて場にて場場にて場 回収し回収し回収し回収し回収し収し回収し回収したエコたエコたエコたエコたエコエココエコキャッキャッキャッキャッキャッキャッキャッップ（6プ（6プ（6プ（6（6プ（6プ（6680k80k80k80k80k0k0k0 g）をg）をg）をg）をg）ををg）g）を
福島県福島県福島県福島県福島県福島県福島県福島県に寄付に寄付に寄に寄に寄付に寄付に寄付に寄

白河工場

■■■■■■■■近隣の近隣の近隣の近隣の近隣の隣の近隣の近隣の子ども子ども子ども子ども子ども子ど子ども子ども会によ会によ会によ会によ会によ会によ会によ会による「める「める「める「める「める「める「める だかのだかのだかのだかのだかのだかだかか 池」を池」を池」を池」を池」を池」を池」を池 見学す見学す見学す見学す見学す見学す見学す見学す
る子どる子どる子どる子どる子どる子どる子ど子ど子 もたちもたちもたもたちもたちもたちもたちもたち

■■■■■■■多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの多くの来場者来場者来場者来場者来場者来場者来場来 で賑わで賑わで賑わで賑わで賑わ賑賑わで賑わで賑わう消防う消防う消防う消防消防う消防防う消防フェスフェスフェスフェスフフェェフェスタで、タで、タで、タで、タで、でででタで、タで、でタで、どんどんどんどんどんどんどんどん
ぐりかぐりかぐりかぐりかぐりかかぐりから育てら育てら育てら育てら育て育て育てた苗木た苗木た苗木た苗木た苗木た苗木た苗木た苗木を無償を無償を無償を無償無償を無償を無償を無 配布配布配布配布配布配配配

名古屋工場

■■■■■■■小学生小学生小学生小学生小学生小学生学生学 の登下の登下の登下の登下の登下の登下の登下の登下校時に校時に校時に校時校時に校時校時に校時に校時 子ども子ども子ども子ども子どもどど たちのたちのたちのたちのちのたちののの安全な安全な安全な安全な安全な全な安全な全などどどどどど
を見守を見守を見守を見守を見守を見守を見守を見守るるるるるるる、、、、、地域の地域の地域の地域の地域の域の域の域 「見守「見守「見守「見守「見「見守「見守「見守り隊活り隊活り隊活り隊り隊活り隊活り隊活り隊 動」に動」に動」に動」に動」にに動」に動」に参加参加参加参加参加参加参加

■■■■■■■泉州国泉州国泉州国泉州国泉州泉州国泉州国際市民際市際市民際市民際市民際市民際市民マラソマラソマラソマラソマラソマラソマララソンの支ンの支ンの支ンの支ンの支ンの支ンの 援活動援活動援活動援活動援活動動援活動活動としてとしてとしてとしてとしてとしてとしてとして実実実実実実実実
施した施した施した施した施した施した施した施した沿道の沿道の沿道の沿道沿道沿道の沿道の沿道の清掃清掃清掃清掃清掃清掃清掃

泉大津工場

宮崎工場

加古川工場

市島工場

■■■■■■■■育てた育てた育てた育てた育てた育てた育育てたカブトカブトカブトカブトカブトカブトカブト虫など虫など虫など虫など虫など虫などなどどを持っを持っを持っを持っを持っを持っ持 てきててきててきててきててきててきててきてて くれるくれるくれるくれるくれるれるれるれるコーケコーケコーケコーケコーケコーケコーケコーケンンンンンン
ジャージャージャージャージャーャーは、地は、地は、地は、地は、地地は、は、地元の子元の子元の子元の子元の子元の子元元の子どもたどもたどもたどもたどもたどもたどもども ちに大ちに大ちに大ちに大ちに大ちに大に大に大人気人気人気人気人気人気人気人気

■■■■■■地域住地域住地域住地域住地域住地域住地域住域地域住民と従民と従民と従民と従民と従と従民と従従従業員に業員に業員に業員に業員に員にによる絶よる絶よる絶よる絶よる絶る絶絶る絶滅危惧滅危惧滅危惧滅危惧滅危惧滅危惧滅危惧滅危惧種ヒゴ種ヒゴ種ヒゴ種ヒゴ種ヒゴ種ヒゴ種ヒ種ヒゴゴタイのタイのタイのタイのタイのタイのタイのタイの
移植活移植活移植活移植活移植活植活移植活移植活動動動動動動動動

■■■■■■■■社内菜社内菜社内菜社内菜社内菜社内菜社内菜社内菜園で育園で育園で育園で育園で育園で育園で育園で育てたスてたスてたスてたスてたスてたスてたススイカをイカをイカをイカをイカをイカをイカをイカを老人ホ老人ホ老人ホ老人ホ老人ホ老人ホ老人老人ホームにームにームにームにームにームにームにームに贈呈贈呈贈呈贈呈贈呈贈呈贈呈呈 ■■■■■■■■地域の地域の地域の地域の地域の地域の地域の域 方 を々方 を々方 を々方 を々方 を々方 を々方々方 を々招いて招いて招いて招いてい招いて招いて招いてゴルフゴルフゴルフゴルフゴルフゴルフルル レッスレッスレッスレッスレッスッスッスッスン会をン会をン会をン会をン会をン会ン会をン会を開催開催開催開催開催開催開催開催

■■■■■■■■近隣の近隣の近隣の近隣の近隣近隣の近隣の近隣の小学生小学生小学生小学生学生小学生小学生小学 を招いを招いを招いを招いを招いを招いを招いいて「ゴて「ゴて「ゴて「ゴて「ゴて「て「ゴて「ゴムの授ムの授ムの授ムの授ムの授ムの授ムの授業」を業」を業」を業」を業」業」を業」を業」 開催開催開催開催開催開開 ■■■■■■近隣の近隣の近隣の近隣の近隣の近隣の近隣の近隣の小学生小学生小学生小学生小学生学生小学生学生を招いを招いを招いを招いを招いを招を招いを招 たガスたガスたガスたガスたガスたガスたガスたガス管製造管製造管製造管製造管製造管製造管製造管製造工程の工程の工程の工程の工程の工程工程の工程の見学見学見学見学見学見学見学見学

㈱ダンロップリトレッドサービス 中田エンヂニアリング㈱

SRIエンジニアリング㈱ ㈱ダンロップゴルフクラブ

■■■■駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車駐車場駐車場の清掃のの清掃の清掃の清掃の清掃の清掃の清清 活動活動活動活動活動活動動活動■■■■■■事業所事業所事業所事業所業所業所事業所事業 構外の構外の構外の構外の構外の外の外の外のゴミ拾ゴミ拾ゴミ拾ゴミゴミ拾ゴミ拾ゴミ拾ゴミ拾いいいいいいいい

■■■■■■「子午「子午「子午「子午「子午「子午子午「子午線の森線の森線の森線の森線の森線の森線の森森」にお」にお」にお」にお」におにおにおにおける植ける植ける植ける植ける植ける植ける植る植け 樹活動樹活動樹活動樹活動樹活動活動活動樹活動動■■■■■■ 江別工江別工江別工江別工江別工江別工江別工江別工業団地業団地業団地業団地業団地団 内のク内のク内のク内のク内のク内の内内のクリーンリーンリーンリーンリーンアップアップアップアッアップアップ活動活動活動活動活動動活動活動

■■■■■道の駅道の駅道の駅道の駅道の駅道の道の駅道のの 高岡に高岡に高岡に高岡に高岡に岡岡にてタイてタイてタイてタイててタイてタイタイヤチェヤチェヤチェヤチェヤチェヤチヤチヤチ ック（ック（ック（ック（ック（ックックク 残溝・残溝・残溝・残溝残溝溝・溝 傷・空傷・空傷・空傷・空傷・空傷・空傷・空傷・空空
気圧な気圧な気圧な気圧な気圧な気圧気圧な気圧など）をど）をどど）をど）ど）をど）ど） 実施実施実施実施実施実施施

■■■■都城ボ都城ボ都城ボ都城ボ都城ボ都城ボ城ボ都城ボランテランテランテランテンテテランテン ィアフィアフィアフィアフィアフィアィアフィアフェステェステェステェステェステェススス ィバルィバルィバルィバルィバルバルバ にて、にて、にて、にて、にて、にてにてにて 駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場車場車場場車駐車場
の誘導の誘導の誘導の誘導の誘導の誘導の誘導導・整理・整理・整理・整理整理整理理理を実施を実施を実施を実施を実を実施実実

■■■■毎年実毎年実毎年実毎年実毎年実毎年実年実年実施して施して施して施して施し施して施して施し いるバいるバいるバいるバいるバいるバいるバいるバス乗りス乗りス乗りス乗りス乗りス乗りス乗りス乗り場清掃場清掃場清掃場清掃場清掃場清掃場清掃場清掃活動に活動に活動に動に活動に活動に活動に活動に加え、加え加え、加え、加え加加え、
新たに新たに新たに新たに新たに新たに新た新たに送迎バ送迎バ送迎バ送迎バ送迎バ迎送迎バ迎送迎バス乗りス乗りス乗りス乗りス乗りス 場の清場の清場の清場の清場の清場の清場の清場の清掃活動掃活動掃活動掃活動掃活動掃活動掃活動掃活動を拡大を拡大を拡大を拡大を拡大を拡大をを

■■■■「「「「エコ・エコエコエコ・エコ・エコエコ・エコ 地球に地球に地球に地球に地球に地球地球に地球に愛を子愛を子愛を子愛を愛を子愛を子愛を子愛を子どもにどもにどもにどもにどもにどもにどもにど 愛を」愛を」愛を」愛を」愛を」をを愛を テーマテーマテーマテーマテーマテテテーマに行っに行っに行っに行っに行っに行っに行っに行った、、た、た、た、
エコキエエコキエコキエコキエコキエ キャップャップャップャップャッププャップ、プル、プル、プル、プル、プルプププ タブ、タブ、タブ、タブ、タブ、タブ、、ベルマベルマベルマベルマベルマベルマベルマルマークなークなークなクなークなクなククなどの回どの回どの回回回の回どの回どの回収収収収収収収



インドインドインドインドンドンドインドインドネシアネシアネシアネシアネシアネシアシアネシア チカチカチカチカチカチカンペッンペッンペッンペッンペッンペッペッック市ク市ク市ク市ク市市市ク
TELTELTELTELTELTELTELTEL.62.62.6262.62666 -26-22-26-2626--264-34-34-34-3-34-34-34-3513513513513515135135 46　46　46　464646646 FAXFAXFAXFAXFAXFAXFAXFAX.62.62.62.6262622-26-26-26-2626-26-26264-34 34-34-34-34 34-3-34 5135135135131351355 4545454545

所在地所在地所在地所在地所在地所在地所在地所在地在

2,12,12,112,12,2,198名98名98名98名9898名98名名

20020020020020000004年4年4年4年4年4年

自動車自動車自動車自動車自動車自動車自動車動車タイヤタイヤタイヤタイヤタイヤイヤタイヤタイイ

2002002002002002002002002 6年6年6年6年6年6年6年6年

中国中国中国中国国中国中 江蘇省江蘇省江蘇省江蘇省江蘇省江蘇省江蘇省江蘇省常熟経常熟経常熟経常熟経常熟経常熟経常熟経常熟経常 済開発済開発済開発済開発済開発済開済開発済開発区区区区区区区
TELTELTELTELTELTELTEE .86.86.86.86.8688 -51-51-51515-5112-52-52-2-52-52-52-52 26926969269269269269269-05-05-050505-05-05-0502002020202020 FAXFAXFAXFAXFFAXFFAX.8688.86.868686-51-51-5-51-551-55 2-522-52-52-52-522-52692692692692692696269-50-50-505050-505-50222222222222222

所在地所在地所在地所在地所在地所在地所在

従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開操業開始操業開始年年年年年年年年

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造要製主要製造品品目品目品目品目品目品目品

完全完全完全完全完全完完 ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミロエミッションッションッションッションッションッションッッション達成達成達成達成成達成成成達成

タイタイタイタイタイタイタイ ラヨーラヨーラヨーラヨーラヨーラヨーラヨーラヨーン県アン県アン県アン県アン県アン県アン県ア県 マタシマタシマタシマタシマタシマタシマタシマ ティ工ティ工ティ工ティ工ティ工ィ工ィ工ィ工業団地業団地業団地業団地業団地業団業団地業団地
TELTELTELTELTELTELTELTEL.66.66.66666666.66-38-38-38-38-38838-95-95-95-95-95553-03-03-03-03-03-03 0000　00　00　00000 FAXFAXFAXFAXFAXAXAXA .66.66.66666666666-38-38-3838-3838383 -95-95-95-95-95-955953-03-03-03-03 03-03 03 021212121211121

所在地所在地所在地所在地所在地所在所在地在在地

4,44,44,44,44,44,44,44,409名09名09名09名09名09名9名

2002002002002002002006年6年6年6年6年6年6年6年

自動車自動車自動車自動車自動車自動車自動車自動車タイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤ

200200202002002020 9年9年9年9年9年9年9年9

従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始年年年年年年

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造 目品目品目品目品目品品

完全完全完全完全完全完全完全完全ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼゼロエ ッションッションッションッションッションショッションッション達成達成達成達成達成成成

3,43,43,43,43,443,43,445名45名45名45名45名4

199199199199991991999 7年7年7年777年7年7

従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数員

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始年年年年年年年年

自動車自動車自動車自動車自動車自動車自動車自動車タイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤタイヤイ 、、、、
ゴルフゴルフゴルフゴルフルフゴルフルゴルフフボールボールボールボーボールボールボボールボー

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造品目品目品目品目品目品目品目品目

完全完全完全完全完全完全完全完全ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエゼロエミゼロエ ッションッションッションッションッションッションンンョ 達成達成達成達成達達達達成 22002002000020022 8年8年8年8年8年8年8年8年

3939393939393333 4040404040404040S U MS U MS U MS U MS U MS U MSS U MM I T OI T OI T OT OI T OI T OI T OT O M OM OM OM OM OO R U BR U BR U BR U BR U BBR U BR B B E RB E RB E RB E RB E RB E RR G RG RG RRG RG RGG RO U PO U PO U PO U PO UO UO UO U C S RC S RC S RC S RC S R R ER ER ER ER EE P O RP O RP O RP O RP O RP O RO RO R T  2T  2T  2T  2T 22T 0 1 30 1 30 1 30 1 30 1 330 S U MS U MS U MU MS U MS U MSS I T OI T OI T OI T OI T OT OT O M OM OM OM OM OM R U BR U BR U BR U BU BBU BBB E RB E RB E RB E RB E RB E RB E RB G RG RG RG RG R O U PO U PO U PO U PO U P C S RC S RC S RC S RC S RRC S RC S R R ER ER ER ER ERR E P O RP O RP O RP O RP O RP O RRR T  2T  2T  2T  2T  2222 0 1 30 1 30 1 30 1 310 1 311

※掲載拠点（ただし米国・ゴルフクラブ工場を除く）は環境マネジメントシステムISO14001のグローバル統合認証を取得しており、認証番号「YKA4004047」で環境管理体制を一元化しております。〈海〈海〈海〈海海外工外工外工外工場〉場〉場〉場〉サイトレポート

サイトレポート〈海外工場〉

インドネシア工場
〈P.T. Sumi Rubber Indonesia〉

■■■■従業員従業員従業員従業員従業員従業員業員従業員従 によるによるによるによるによるによるによるによる孤児院孤児院孤児院孤児院孤児院孤児院孤児院孤児院訪問ボ訪問ボ訪問ボ訪問ボ訪問訪問ボ訪問ボ訪問 ランテランテランテランテンテランテン ィア活ィア活ィア活ア活ア活ィア活ィア活活動動動動動動動

■■■■■公園の公園の公園の公園の公園の公園の公園の公園の清掃活清掃活清掃活清掃活清掃活清掃活清掃活清掃活動動動動動動動 ■■■工場外工場外工場外工場外工場外場外工場外工場外周の清周の清周の清周の清周の清周の清の周周の 掃活動掃活動掃活動掃活動掃活動掃活動掃活動活動

■■■■グリーグリーグリーグリーググリーグリ ンカーンカーンカーンカーンカーンカーーン テンのテンのテンのテンのテンののンン 取り組取り組取り組取り組取り組取り組取り組取り組みみみみみみ

■■■■デングデングデングデングデングデングデンデ 熱発生熱発生熱発生熱発生熱発生熱発生発生発 予防の予防の予防の予防の予防の予防の予防の防の防 ため実ため実ため実ため実ため実ため実ため実施した施施した施した施した施した施した施した施 、地域、地域、地域、地域、地域域、地域地、地域ににににににに
おけるおけるおけるおけるおけるおけるおけるおける蚊の駆蚊の駆蚊の駆蚊の蚊の駆蚊の蚊の駆蚊の駆除活動除活動除活動除活動除活動活動活動活動 ■■■■樹木の樹木の樹木の樹木の樹木の樹木樹木の樹木 寄贈寄贈寄贈寄贈寄贈寄寄贈

■■■■全員で全員で全員で全員で全員で全員で全員で全員で海岸の海岸の海岸の岸の岸海岸の海岸の海岸 クリークリークリーリークリークリクリクリ ンアッンアッンアッンアッンアッンアンアンア プを実プを実プを実プを実プを実ププを実プ 施施施施施施施 ■■■近隣の近隣の近隣の近隣の近隣の近隣のの近隣のお寺をお寺をお寺をお寺をお寺をお寺を寺を寺を訪問し訪問し訪問し訪問し訪問し訪問訪問訪問 行った行った行った行った行ったた行った行 奉仕活奉仕活奉仕活奉仕活奉仕活奉仕活奉仕仕活動動動動動動動動

中国・常熟工場

タイ工場
〈Sumitomo Rubber （Thailand） Co., Ltd.〉

タイタイタイタイイイタイイ ウドンウドンウドンウドンウドンウドンウドンウドンタニ県タニ県タニ県タニ県タニ県タニ県タニ県タタタ ウドンウドンウドンウドンウドンウドンウドンタニ市タニ市タニ市タニ市タニ市市市タニ市
TELTELTELTELTEELTELEL.66.66.66.666666666-42-42-4242-42422-13-13-13-1331300-10-10-10-100 99　99　99　99　999999 FAXFAXFAXFAXFAXFAFF .66.66.6666.66-42-42-42-42-4242-13-13-13-13130-20-20-20-20-2220000000000

所在地所在地所在地所在地所在所在地所在地所在地所

316316316316316316316316名名名名名名

2012012012020201010年0年0年年0年0年0年0

天然ゴ天然ゴ天然ゴ天然ゴ天然ゴ天然ゴ天然天然 ム加工ム加工ム加工ム加工加工ム加工加工ム加工品品品品品品品品

201201201202012220 3年3年3年3年年3年3年3

従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数従業員数数従

操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始操業開始始年年年年年年年年

主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造主要製造製 品目品品品目品目品目品目品

完全完全完全完全完全完全完完 ゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミゼロエミロロエミロエミッションッションッションッションッションッションッションッション達成達成達成達成達成達成達成達成 ■■■■工場周工場周工場周場周工場周工場周工場周工場周辺の清辺の清辺の清辺の清辺の清辺の清辺の清辺の清掃掃掃掃掃掃掃掃 ■■■■地域の地域の地域の地域の地域の地域の地域のの憩いの憩いの憩いの憩いの憩いの憩いの憩憩 場整備場整備場整備場整備場整備場整備備備工事へ工事へ工事へ工事へ工事へ事へ工事事 の寄付の寄付の寄付の寄付の寄付の寄付の寄付寄

タイ・天然ゴム加工工場
〈Ｓｕｍｉｒｕｂｂｅｒ Ｔｈａｉ Ｅａｓｔｅｒｎ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ Ｃｏ., Ｌｔｄ.（ＳＴＥＣ）〉

マレーマレーマレーマレーマレーマレーマレーマレ シアシアシアシアシアシシ ケダ州ケダ州ケダ州ケダ州ケダ州ダ州ケダ州ダ スンガスンガスンスンスンガスンスンガスンガイペタイペタイペタイペタイペタタペタニ市ニ市ニ市ニ市ニ市市ニ市
TELTELTELTELTETELTETEL.60.60.6060600-4--4--4--4--4--4-44 4214214214214242124211312312312312312311 1　F1 F1　F1　F1　F1　F1　F1 AX.AX.AX.AXAX.AA 60-60-60-66660-60 4-44-44-44-44-44-44 44-421321321321321321321321 12312312312312311

所在地所在地所在地所在地所在地所在地地地

タイタタイタイイタイタ プラチプラチプラチプラチプラプラチプラチプラ ンブリンブリンブリンブリンブリンブリンブリブ 県カビ県カビ県カビ県カビ県カビ県カビ県カビビンブリンブリンブリンブリンンブリブンブンブ 市市市市市市市市
TELTELTELELTELTELTELTEL.66.66666666.66.66.66-37-37-37-37-3733-3720-20-20-20-2020-0 48644864864848648644 8 ～ 78～ 78～ 78～ 7888 ～8～ 71　F1　F1　F1　F1　FF1 FAX.AXAX.AX.AX.A 66-6666-66-6666666 37237237237237273 0-40-40-40-40-400-40 872872872872872872872872

所在地所在地所在地所在地所在地地所

6226226226226226222622名名名名名名名

198198198198199898881年1年1年1年年年年1年

ゴム手ゴム手ゴム手ゴム手ゴム手ゴムゴム手ゴム手袋袋袋袋袋袋袋

2012012012012010010年0年0年0年0年0年0年0年
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中国・中山工場
〈中山住膠精密橡膠有限公司〉

ベトナム工場
〈Sumirubber Vietnam, Ltd.〉
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Stakeholder
Dialogue

ステークホルダー オピニオン

有識者から見た住友ゴムグループ

2013年3月26日、
神戸大学大学院の
國部克彦氏をお招きし、
住友ゴムグループのCSRへの対応や
報告書のあり方などについて
ご意見をお聞きしました。

大きな特徴となっている
従業員に対する諸施策
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〈ステークホルダー ダイアログ〉

國部　昨年から本誌掲載の第三者意見も
担当させていただき、網羅的かつ誠実な活
動ぶりが反映されたしっかりしたCSRレポート
であると認識しています。CSRは、近年は細
かな社会的責任の問題一つひとつに取り組
み、責任を遂行できればよいという捉え方もな
されています。しかし、発祥の地であるヨー
ロッパなどでは、経営戦略全体のなかにCSR
を統合していくことが重要視されています。
また、CSRを推進しているオピニオンリーダー
の多くは、昨今の世界経済の不安定な状況
を克服するためにも、CSR的な精神が必要だ
と考えています。経済不安や金融不安の根
底には、リスクの高い投資に走り破綻へとつ
ながっていく短期思考や、格差拡大によって
市場の購買力をしぼませ勝者を含めた世界
全体を貧困へと導く、行き過ぎた利益追求が
あります。CSRの精神に従えば、これらにしっ
かりと歯止めをかけることができるというわけ
です。
　こうした観点から御社のCSRレポートを拝
見してみて特徴的だと感じたのは、「従業員
の意識を啓発してCSRを推進しよう」という
姿勢です。これは大変重要なことです。と
いうのも、CSRの精神の根本にある道徳は、
いろいろ学問上の議論はあるものの、究極
的には会社を構成する従業員一人ひとりが
担っていくしかないものだからです。会社は
心というものを持ちませんから、道徳を担う
のは実際には不可能です。そのため従業
員の意識啓発が大きな意味を持ってくるの
です。この点御社は、トップの見解が明確
で、従業員も自発的にさまざまな活動に取り
組んでおられます。
田中　大所高所からうれしい評価をいただ
き、ありがとうございます。私は入社して37年
になりますが、年を重ねるほどに「住友ゴム工
業という会社はまじめな会社だ」という実感を
強くしています。会社の運営には経営戦略と
現場オペレーションという二本柱がありますが、
特に現場オペレーションをまじめに着実にやる
のが当社の特徴であり強みだと思います。

　その背景には、かつては基本理念とし
て、今は「住友ゴムWAY」における価値観
の第一として掲げる、“信用と確実”という
キーワードがあります。“信用”とは、個人的
な口約束から憲法に至るまで、約束はすべ
て必ず守ることによって築くもの。“確実”と
は、常に現地現物で事実に立脚した仕事を
することによって実現するもの。この二つを
大切にしなさいというのが、連綿と引き継が
れてきた先人の教えです。われわれも後輩
たちに対し、職場や研修など機会あるごと
にそういう話をしています。そうしたなかで
の日々の積み重ねが、ご指摘いただいたボ
トムアップ的なCSRの精神に結びついてい
るのではないかと思います。
國部　大変重要なことです。価値観を共
有するために、社内のコミュニケーションを、
とても大切にしておられる。
田中　コミュニケーションは従業員の満足度
に直結しています。われわれは2年に1度、
仕事や会社に対する意識や満足度につい
て従業員アンケートを実施して、部門別にス
コアを出すのですが、これにもその関係は明
らかです。いいスコアが出ている部門はライ
ン管理がしっかりしていてコミュニケーション
がよくとれています。逆に部下任せになり過
ぎていたり上下間で距離があり過ぎたりする
部門はコミュニケーションが悪くなり、満足度
のスコアも伸びません。改善のためにはいか
にコミュニケーションをよくしていくかを考えれ
ばよく、その効果も歴然としています。
國部　従業員に関する施策ということでいえ
ば、CSRにおける一般的傾向としては労働時
間や報酬、女性の管理職登用などが注目さ
れますが、これらについてはいかがですか？
田中　労働時間に関しては、かつては慢性
的な人手不足による増加傾向がありました。
1995年の阪神淡路大震災以降、会社として
苦しい時期が続き、その後1999年にグッドイ
ヤーとの提携、2003年にはオーツタイヤとの
合併など、生き残りをかけて再編を行ってき
たために、10年間にわたって採用を抑えてき
ました。しかし、2004年頃からは採用を増や
し、労働組合とも協調して、労働時間短縮に
取り組んできました。報酬面の制度も見直し
を進め、賞与も業績に応じて増額するなど、



■ダイアログによるチェック項目

従業員アンケートでいいスコアを出す部門を
見習い、すべての部門で管理職と従業員の
コミュニケーションを促進するよう努める。

ボトムアップ的なCSRの精神によって、社
内のコミュニケーションをとても大切にして
いる。

今後の対応 現　　　状

Ⅰ.マネジメント
①組織の統合

管理職のポストに、今後も積極採用を図っ
ていく。

女性の管理職は現在8人であるが、キャリ
アモデルがようやく見えてきた。

②女性の管理職への登用

新規採用とバランスをとり、9割を超えると
予想される再雇用者一人ひとりの働きがい
を大切にしていく。

定年退職者の再雇用は、希望すれば全員
再雇用になる。

③定年退職者の再雇用

海外進出は加速するものの、細かいフォ
ローを継続できるようにする。

海外の取引先への目配りやグリーン物流の
取り組みなどは、まだまだ不十分というのが
現状である。

⑤CSR調達について

海外への若い人材の積極登用、現地での
人材育成に注力し、経営層や管理職などの
ポストにも積極採用していく。

海外進出のピッチが速く、グローバル人材
が足りない状態が続いている。

④海外における人材の採用と育成

統合レポートの他社事例や、KPIについて、
早速にも研究と議論を重ねていく。

2冊を1冊にすることが大切なのではなく、
CSRを達成していくことを、利益を上げるこ
とと並ぶ企業の重要な目標として位置づけ
ることが重要である。

Ⅱ.レポーティング
⑥統合レポートについて
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Stakeholder Dialogue
ステークホルダー オピニオン

有識者から見た住友ゴムグループ これからの住友ゴムグループに求められるもの〈ステークホルダー ダイアログ〉

CSR調達に対する
取り組みのさらなる強化を

レポートの統合に向けた
世界的な動向への対応

國部　御社のCSR活動の特色となっている
従業員に関する施策についてうかがってきま
したが、さらにもう一つ取り上げておきたいの
が、サプライチェーンに関することです。近
年は、サプライチェーン全体でのCSRへの取
り組みを求める声が世界的に高まっていま
す。その火付け役となったのが、機関投資
家が連携して企業に環境戦略や温室効果
ガス排出量などの情報開示を求める“カーボ
ン・ディスクロージャー・プロジェクト”です
が、御社もサプライヤーとして顧客からCSR
関連の詳細なデータの提出などを求められ
るケースが増えているかと思いますが。
田中　おっしゃる通りです。当社はタイヤ以
外にOA機器部品なども手掛けています。自
動車業界のサプライチェーンにおけるつなが
りの強さは有名ですが、OA機器業界もやは
り同じです。いずれの業界でも、大きくグロー
バル展開をされている納入先を中心にCSR
に対する意識が高く、それぞれに個性ある取
り組みを進めておられ、われわれにも環境に
関する細かいデータなどを求めてこられま
す。もともと強固な関係の中でビジネスを展
開していますから、CSRの面でも目標を共有

してともに歩むのはごく自然なことで、チェーン
全体としての対応は順調だと考えています。
國部　御社にとっても、サプライヤーに対し
てCSRへの取り組みを求めるCSR調達の追
求が課題となってくるわけですが、調達面で
の取り組み状況はいかがでしょうか？
田中　サプライヤーに対して厳しい縛りを設
けて管理するというよりは、一緒にこういうこ
とを共有化してやっていきましょうと働きかけ、
一体となって活動を進めています。とはい
え、海外進出の加速などもあり、フォローが
追いついておらず、特に海外の取引先への
目配りなどは、まだスタートしたばかりです。
CSR調達は世界の潮流から判断しても大変
重要な課題。そのことをしっかり認識して、
早く十分な体制と仕組みを作り、責任が果た
せるよう、真摯に取り組んでいきたいと考えて
います。

國部　CSRにおける世界的動向としては、ア
ニュアルレポートとCSRレポートを統合してイン
テグレイテッド・レポート（統合報告書）にしよ
うという考えも注目されています。そのガイド
ラインも今年中に出る予定です。環境報告
書やCSR報告書の国際的な基準となってい
るGRI（Global Reporting Initiative）ガイド
ラインもそれに合わせて改訂されるので、企
業は何らかの対応が必要となります。
田中　当社でもそうした動きに着目して、先
駆的にアニュアルレポートとCSRレポートを統
合された他社の事例の研究などを進めてい
ます。単に2冊を1冊に綴じただけではない

意義ある統合を実現できればと考えています
が、先生はご専門家として、企業はこれにど
う対応していくべきだとお考えでしょうか？
國部　大切なのは2冊を1冊にすることではな
く、社会的責任を達成していくことを、利益を
上げることと並ぶ企業の重要な目標として位
置づけることです。そうすれば、目標達成へ
のプロセスを評価・管理していくためのKPI
（Key Performance Indicator：重要業績評
価指標）も、財務に関するものだけでなく
CSRに関するものが必要となります。たとえ
ば1株当たりの利益などファイナンシャルの指
標と並んで、CO2の排出量や従業員の満足
度などCSRの指標が設定され、同じ熱意を
持って追求されていくわけです。

　こうした状況をよりわかりやすく報告しよう
とすると、レポートは統合されていた方がいい
かもしれませんが、必ず統合しなければなら
ないというものではありません。むしろ、CSR
にもプロセスを客観的に評価できる“ものさ
し”を設けて、その数値をオープンにしようと
する企業の姿勢が求められています。
田中　われわれは現在推進中の長期ビジョ
ンの立案に際して、環境や安全などCSRの
項目についても、表に出にくいプロセスにまで
目を向け、議論を重ねて目標をつくりました。
しかし、目標の設定というのはマネジメント上、
最も難しい課題であって、KPIとして公表でき
る客観的指標にしていくには、一層の研究と
議論が必要です。“目標を高く”というのは
「住友ゴムWAY」における4つの価値観の一
つで、これは最初に申しあげた“信用と確実”
という根幹にもつながっています。そうした観
点からも適切なKPIによる目標設定とプロセ
スの評価・管理は重要です。ご教示のあっ
たKPIについて、より一層の研究と議論を重
ねていきたいと思います。

従業員満足度向上に努めています。女性
の活用については、タイヤという製品への関
心が薄いせいか入社志望者自体が少な
かった傾向があり、総合職1,400人のうち女
性はまだ84人です。毎年10人近く増やして
きて、このうち管理職は部長が2人、課長が
6人となりました。女性のキャリアモデルがよ
うやく見えてきた段階です。
國部　しかし、女性の管理職が合わせて8人
というのは、日本の現状としてはそう少ない方
ではありません。今後が楽しみです。定年
退職者の再雇用についてはいかがですか？
田中　これまでも7～8割程度の方を継続雇
用していました。2013年4月からは法律が
変わって、5年以上の勤続年数がある定年
退職者は、本人が希望すれば全員再雇用
となります。当社の場合、9割以上は再雇
用になると予測しています。先刻申しあげ
た通り、採用を抑えてきた時期があるため、
活躍の場は豊富です。新規採用とバランス
をとり、一人ひとりの働きがいを大切にして
いきます。海外進出のピッチが速く、グロー
バル人材が足りない状況が続いているの
で、適性のある若い人にはどんどん海外で
活躍してもらいたいと考えています。
國部　私は海外の会社を調査する機会も多
く、最近、中国の会社の調査を進めています
が、日本の企業は向こうではあまり評判がよく
ありません。理由の一つは、現地従業員が
昇進できないということです。CSR的には権
限委譲を進めた方が望ましいわけですが…。
田中　まず当社は採用を抑えてきた時期が
長かったため、日本国内でも人材が不足して
います。海外でも中国に限らず、インドネシア
でもタイでも、経営層からもっと現場に近い管
理職まで、ポストはまだ埋まっていないのが現
状です。さらに稼働し始めたばかりの工場

では組織自体も拡大しており、ポスト数は増
加傾向にあります。このため、中途採用で管
理職層を採っていますが、現地で人材を育
て、空いているポストにどんどん引き上げてい
こうとしています。国籍には何ら縛りを設け
ていないので、今後現地管理職が着実に増
えてくれるものと期待しています。
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本報告書およびWeb開示の環境報告データの信頼性を高めるために第三者機関による検証を受けました。
「＊」のマークは、検証の対象データです。
この検証の対象データと検証基準は次の通りです。

1.グローバルCO2排出量およびその原単位 
　基準：ISO14064-1       
2.国内工場の水使用量、排水量、廃棄物発生量とそれらの原単位
　基準：LRQA’s Report Verification （ISAE3000、AA1000AS、GRIに準拠)       

第三者検証報告書
ステークホルダー オピニオン

神戸大学大学院
経営学研究科 教授

國部 克彦氏

　住友ゴムグループは、池田社長の冒頭の言葉にもあるように「真のグローバルプレーヤーを目指す」

ことを目標に活動を推進しておられます。CSR報告書においても、それを反映して、タイの新工場におけ

る完全ゼロエミッションの達成、マレーシアでの水質浄化活動、海外での緑化活動、グローバル環境経

営の推進などが詳しく説明されており、積極的な活動を推進されていると高く評価することができます。

グローバルなレベルでのCSR活動は、世界で活動するすべての企業にとって非常に重要な課題です。

住友ゴムグループは大きな成果を上げておられると思います。今後はこのようなグローバルな活動のな

かで個別に展開されているプロジェクトについても、全社的な環境目標やCSR目標の中に位置づけて、

グローバルCSRマネジメントとして展開して頂きたいと思います。

大阪市立大学大学院修了。博士(経営学）、大阪
市立大学、神戸大学助教授を経て、2001年より
現職。近著に、『環境経営意思決定を支援する会
計システム』（中央経済社）、『環境経営・会計』
（有斐閣）などがある。

グローバル企業としてのCSRの推進

　住友ゴムグループは、CO２排出量の削減、循環型社会の形成、環境配慮製品の開発、緑化活動な

どを中心に、積極的に環境保全活動を進めておられます。経済環境の変化等により、一部目標未達成

の項目はありますが、着実に活動を進められていることが理解できます。住友ゴムグループは、環境への

負荷が比較的広範囲（生態系から温暖化まで）にわたる業界に分類されると思いますので、それだけに

一層、環境への対応は特に強く求められることになります。そのためには、新しい技術の開発とサプライ

チェーンを含めた広範囲の協力的な活動の展開が、今後の鍵になると思います。

積極的な環境保全活動

　人材育成や多様なステークホルダーとのコミュニケーションの充実も、住友ゴムグループのCSR報告

書の大きな特徴です。人材を育成して、働きがいのある職場をつくることはCSRの最も重要な課題です

が、この面で住友ゴムグループは積極的な活動をされていると評価することができます。また、社内・社外

でのステークホルダーとのコミュニケーションを重視して、「常にステークホルダーの声を重視し、社会に

開かれた企業であり続ける」ことを目指されている姿勢も大変重要です。今後も、グローバル化が一層

促進すると思いますが、グローバル化が促進すればするほど、企業が価値を生み出す源泉であるローカ

ルが重要な意味を持つようになります。グローバル化を促進しながら地域との連携を強化することは、グ

ローバル企業のCSR活動として非常に重要ですので、一層の発展を期待しています。

人材育成とコミュニケーションの充実

第三者意見を受けて
　國部先生にはステークホルダーダイアログに続いて貴重なご意見を頂戴し、心よりお礼申し上げます。

環境保全の分野に加え、人材育成や様々なステークホルダーに対する姿勢・コミュニケーションなど、な

かなか自己評価が難しい分野でアドバイスも含めて一定の評価をいただけたことで、今後さらに充実に向

けた努力を重ねたいと思います。

　一方で、新しい技術開発はもとより、サプライチェーンも含めたCSR活動や、さらにグローバルな観点で

の地域交流・連携を進めることなど、ご指摘をいただいたグローバルCSRマネジメントを各分野でより強く

意識し、目標をできる限り明確にして取り組みを進めることを心掛けたいと思います。

CSR 推進室長 北条 敏明

第三者意見



基本事項
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住友ゴムグループは、より良い社会の構築に向けた企業の社会的責任を果たすことを通じ、社
会から信用され存続を望まれる企業グループとなることを目指しています。2008年2月に「CSR
活動基本理念（P4参照）」を制定し、7月には専任組織として「CSR推進室」を設置、当グルー
プCSR活動のけん引役として、関係部門との連携を強化して取り組みを推進しています。
※「＊」第三者検証の対象データ
※「2012年度の活動と2013年度の目標」詳細は、Webサイトに掲載しています。

Green initiative

Next-generation product development

Kindness to employees

Integrity for stakeholders

緑　化

事業活動の環境負荷低減

次世代型技術・製品の開発

人にやさしい諸施策

ステークホルダーへの誠実さ

G

E

N

K

I

reen

cology

ext

indness

ntegrity

Ecological process

CO2　排出量の低減＊

グローバル環境経営の推進

森づくりを通じた
地球温暖化防止への貢献

森づくりを通じた地域との交流

1

2

3

4

人材育成と働きがいの向上

安全で働きやすい職場づくり

ワークライフバランスの推進

コーポレート・ガバナンスの充実

コンプライアンスの徹底

ステークホルダーとの対話促進

社会貢献活動の推進

環境配慮商品の開発

「安全・快適」「経済性」
「品質」の追求

5

6

7

8

9

10

11

12

13

CSRガイドライン 2012年度の活動と2013年度の目標（主要項目抜粋）

●各事業所の生物多様性
　対応（ビオトープ他）

●毎年2万本以上を植樹

●（国内タイヤ部門）※2
有機溶剤総排出量を
2000年度比59％以上
削減

●（国内6工場）＊
排水量原単位を
前年比4%以上削減

●100%石油外天然資源タイヤ
の上市

●「ADVANCED 4D NANO
DESIGN」の技術開発の推進

●グローバル人材育成

●ワークライフバランス
　イベントの開催

●海外派遣要員育成研修、
　海外赴任前研修、
　英語特別教育

●生活支援積み立て
　休暇利用者・・・
ボランティア事由での取得者
2011年74名、2012年7名

●中途研修体系の整備

●ワークライフバランス
　イベントの開催

●その他事業所の
　BCP策定

●サプライチェーンでの
　CSR推進

●国内生産拠点への
BCP策定拡大の他、
本社・東京本社へ
拡大展開

●CSR調達に関し
取引先への説明会を実施

●加古川工場の地震BCP策定
●海外事業所の重要リスク選定と
　要因分析

●サプライチェーンでのCSR推進

61％削減

5%増加

●総排出量を2000年度比
81％以上削減 

●排水量を前年比2%以上削減

●有価を除く廃棄物排出量原単位を
2011年度比5％以上削減

●完全ゼロエミッション※1継続
STECで完全ゼロエミッション達成

●マテリアルリサイクル率85%以上

●（国内6工場）
　原油換算エネルギー
　使用量原単位
　2000年度比11％以上
　削減

●（国内6工場）＊
　生産におけるCO2排出量
　を1990年度比14％以上
　削減

●（国内6工場）＊
廃棄物発生量2000年度比

　25％以上削減

●（国内外全製造拠点）
　埋立廃棄物量の削減
完全ゼロエミッション※1の継続

●（国内6工場）
　マテリアルリサイクル率
　82%以上向上

5％削減　

10％削減

17％削減

マテリアルリサイクル率
82%

全製造拠点で
完全ゼロエミッション※1
を継続

●2000年度比9％以上削減 

●排出量を1990年度比
　13％以上削減

●宮崎工場でビオトープを
制作

●国内でのどんぐり植樹活動
2012年度：25,834本植樹

累計：93,963本植樹

●各事業所の生物多様性対応
　（ビオトープ他）

●どんぐりプロジェクトの推進
　毎年2万本以上を植樹

100％

100％

93％

95％

100％

100％

89％

100％

91％

100％

100％

88％

100％
※1｠完全ゼロエミッション ： 埋立廃棄物の量をゼロ、再資源化率100％（当社では再資源化目的で処理された廃棄物の全量を再資源化量としています）。
※2｠国内タイヤ4工場、国内タイヤ部門 ： 白河工場、名古屋工場、泉大津工場、宮崎工場
※3｠自己評価の計算方法 ： 基準年比（1－削減率）を用いて次の通り計算しています。 1 ×100％目標基準年比　 実績基準年比

目標基準年比

Plan Do Check Action
2012年度目標 2013年度目標2012年度活動実績 自己評価

Plan

Do

Check

Action
2012年度目標

2013年度目標 2012年度活動実績

自己評価

読み方ガイド

CSRレポーティング

ステークホルダーエンゲージメント※

随時更新される詳細情報を掲載するWebサイトと、年次の活動の要点をまとめたCSR報告書を発行。
あらゆるステークホルダーの皆様に開かれたCSRレポーティングを目指すとともに、
読みやすく、わかりやすい報告書づくりに努めています。

2012年度のステークホルダー・従業員からの声（ＣＳＲ報告書2013 P17～36）とステークホルダーダイアログ（ＣＳＲ報告書2013 P41～44）、
各種アンケート調査よりいただいたステークホルダーの皆様からのご意見をもとに、新たにCSR目標を設定しました。
今後、この表を充実するとともに、各CSR目標の達成に向けた取り組みの結果を本レポートにてお伝えしていきます。

当報告書は、住友ゴムグループのCSRガイドラインである「Green（緑化）」「Ecology（事業活動の環境負荷低減）」「Next（次世代型技術・製品の開発）」
「Kindness（人にやさしい諸施策）」「Integrity（ステークホルダーへの誠実さ）」の5つの枠組みを基本に、2012年度の主な活動を報告しています。
重要な情報や新しい取り組みを前半の「重点報告」に、基本的な活動を後半の「CSR活動報告」に掲載しています。

◎ 管理職と従業員のコミュニケーションを促進する。
◎ 女性従業員の管理職ポストへの積極採用を図る。
◎ 海外への若い人材の積極登用、現地での人材育成を図る。
◎ 従業員向けCSR啓発ツールを作成・運用する。

◎ 取り組みのグローバル化を促進しながら、地域との連携についても
　 強化する。

◎ 新しい技術の開発とサプライチェーンを含めた広範囲の
　 協力的な活動の展開。
◎ ホームページＱ＆Ａの見直し内容をカタログ等のお客様向け
　 ツール制作に活かしていく。

◎ ホームページＱ＆Ａの見直し内容を報告する。
◎ 製品紹介の際は、ホームページへ誘導する。
◎ 子ども向け報告書を作成する。

◎ 「問題を掘り下げる力」強化研修等の受講者アンケート結果
　　をもとに、その効果を報告する。
◎ 中国市場における事業展開・CSR活動の状況を報告する。
◎ 女性の採用・登用について報告する。

◎ 「技術」の製品への活かされ方を報告する。
◎ 走行性能、快適性能、静粛性能、低燃費性能等、「お客様
　 がタイヤに求める性能」を報告する。
◎ 使用条件に近いテスト環境の改善・向上について報告する。

※ステークホルダー・従業員からの声（ＣＳＲ報告書2013 P17～36）とステークホルダーダイアログ（ＣＳＲ報告書2013 P41～44）、各種アンケート調査の総称。

■ 2012年度ステークホルダーエンゲージメントによるＣＳＲ目標

■各媒体の位置づけ

■読み方のポイント ■表現上の工夫

緑　化

事業活動の
環境負荷低減

次世代型技術・
製品の開発

人にやさしい
諸施策

ステークホルダー
への誠実さ

G
E
N

K
I

reen

cology

ext

indness

ntegrity

活動側面 報告側面

今後策定

今後策定

今後策定今後策定

要点報告
▶主要コンテンツ
●コミットメント ●CSRニュース
●CSRマネジメント ●CSR活動報告

http://www.srigroup.co.jp/csr/

詳細報告

随時更新

▶CSRガイドライン
  「GENKI」を柱にした編集

重
点
報
告

活
動
報
告

※3※3※3

報告

Webサイト

今年度の活動報告をご覧いただく前に、「住友ゴムグループの理念とCSRの考え方」（P3～4）をお読みください。当グループのCSR活動
に対してより深くご理解いただけるとともに、当報告書の編集の柱でもあるCSRガイドライン「GENKI」の位置づけが解説されています。

CSR活動のハイライトをお知りになりたい方は、重点報告（P5～14）をお読みください。CSRガイドライン「GENKI」に沿って1つずつ
特徴的な事例を紹介していますので、「GENKI」が意図する取り組みの主旨も具体的にご理解いただけます。

中長期的な展望を含めた当グループのCSR活動に対する姿勢をお知りになりたい方は、トップコミットメント（P15～16）をお読みくだ
さい。当グループを代表して、社長が自身の言葉で皆様へのメッセージをお伝えいたします。

CSR活動報告（P17～36）やステークホルダーダイアログ（P41～44）など、本編ではさまざまな取り組み報告や当グループの活動
への評価が掲載されています。ご興味のあるパートをお読みください。

重点報告

年次
レポート

▶▶

冊子版

1

2

3

4

●より多くの皆様に読んでいただけるよう、写真中
　心の親しみやすいデザインと簡潔な文章を心が
　けました。

●取り組みの結果のみならず、実践した社員や関
　係者の方々の思いをお伝えできるように、インタ
　ビューや当事者による原稿作成に努めました。

●さらに詳しい内容をお知りになりたい皆様のため
　に、各活動報告のWeb掲載ページを明記しました。



49 50S U M I T OM O R U B B E R  GR O U P C S R  R E P O R T  2 0 1 3 S U M I T O M O  R U B B E R  G R O U P C S R  R E P O R T  2 0 1 3

　住友ゴムグループは「CSR活動基本理念」で定めた「CSRガイドライン」である
「GENKI」の５項目（Ｐ4参照）に基づいてCSR活動を推進しています。本報告書は、
その2012年度の活動結果をまとめたレポートです。当グループのCSR活動の重要か
つタイムリーな報告事項を読者の皆様へわかりやすく伝えるために、冊子巻頭を「重
点報告」と題して、特別編集しました。
　本報告書では取り上げなかった企業としての基本的で普遍的な取り組みやさらに
詳しい結果情報は、当社Webサイトの「CSRの取り組み」において報告しています。

お客様、従業員、株主・投資家、取引先、地域社会、一般生活者、NPO・NGO、行政など

※①サプライヤーCSRヒアリング調査　②CSR報告書読者アンケート調査（従業員・取引先・内定者）
　③CSR報告書オンライングループインタビュー調査　④従業員アンケート調査　⑤消費者総合調査　
　⑥個人株主アンケート調査　の6種

7,102億円
（2012年12月期）

タイヤ事業

スポーツ事業

産業品・その他事業

住友ゴム工業が中心となり、「ダンロップ」「ファルケン」
「グッドイヤー」をメインブランドとする乗用車用、トラック・
バス用、モーターサイクル用など各種のタイヤを先進の
環境技術を駆使して国内外に提供しています。

生産工場 白河、名古屋、泉大津、宮崎、中国、インドネシア、タイ、ブラジル
製造会社 連結子会社 9　関係会社 7 販売会社 連結子会社 21  関係会社 7

研究施設 タイヤテクニカルセンタータイヤテストコース 岡山、名寄、旭川

ダンロップスポーツ㈱が中心となり、ゴルフ用のクラブや
ボール、テニス用のラケット、ボールなどを製造･販売して
います。基幹ブランドの「XXIO（ゼクシオ）」、世界戦略
ブランドの「SRIXON（スリクソン）」に加え、米国で生ま
れたブランド「Cleveland Golf（クリーブランドゴルフ）」
で、世界展開を進めています。

生産工場 市島、宮崎、インドネシア、タイ、米国 製造会社 連結子会社 4  関係会社 1
販売会社 連結子会社 15  関係会社 2 研究施設 ゴルフ科学センター

住友ゴム工業のハイブリッド事業本部が中心となり、OA
機器用精密ゴム部品、制振ダンパー、スポーツ用人工芝、
塗り床、車いす用可搬形スロープ、ゴム手袋、ガス管、印
刷用ブランケット、防舷材、止水ゴム、医療用ゴム栓などを
製造・販売しています。海外では、マレーシアで天然ゴム
手袋の、中国、ベトナムでOA機器用精密ゴム部品の工
場が稼働しています。生活用品から産業用資材まで多種
多様な商品を提供しています。

生産工場 加古川、泉大津、マレーシア、中国・中山、ベトナム
製造会社 連結子会社 3　関係会社 1　 販売会社 連結子会社 3

■グループ概要

〒651-0072
神戸市中央区脇浜町3-6-9

住友ゴム工業株式会社

1909年

427億円

7,102億円（2012年12月期）

23,507名

65社（うち国内30社）

27社（うち国内14社）

社 名

本 社 所 在 地

創 業

資 本 金

連 結 売 上 高

連 結 従 業 員 数

グループ連結子会社数

グループ関係会社数

■売上高
（億円） 連結
8,000

6,000

4,000

2,000

0

6,050
5,245

2,454

6,045

3,481

単体

3,211

2008 2009 2010 2011

6,769

3,989

7,102

4,062

2012（年度）

■従業員数
（名） 連結

20,369 20,832 22,242

5,570 6,162

単体

5,407

2008 2009 2010 2011

22,320

6,216

23,507

6,248

2012（年度）

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000
0

■営業利益・経常利益・当期純利益（連結）
（億円）

600
700

500
400
300
200
100
0
2008 2009 2010 2011 2012 （年度）

148
200

10 91

499

214 28428
3553

674

257 287

476
539

697営業利益 経常利益 当期純利益営 経

■総資産・自己資本・自己資本比率（連結）
（億円） 総資産
8,000

6,000

4,000

2,000

0 0

6,399 6,132

1,870

6,222

1,897

自己資本

1,809

2008 2009 2010 2011 （年度）

28.3
30.5 30.5

（％）

40

35

30

25

5 55

6,716 7,375

1,977 2,442

2012

29.4
33.1

自己資本比率

タイヤ事業

87.2%

■ 売上高（連結）の内訳 ■ グローバルネットワーク
連結子会社 6社・関係会社 1社

連結子会社 22社　関係会社 8社

スポーツ事業

8.6%

産業品・その他事業

4.2%

事業セグメント別 地 域 別

7,102億円
（2012年12月期）

アメリカ

11.4%

ヨーロッパ

8.3%

アジア

16.5%
日本

52.7%

その他

11.1%

アジア・オセアニア

ヨーロッパ・中近東・南アフリカ

連結子会社 30社・関係会社 14社日本

連結子会社 7社
関係会社 4社

北米・中南米

（2012年12月末現在）

この印刷物に使用している用紙は、森を元気に
するための間伐と間伐材の有効活用に役立ちます。

適切に管理された森林からの用紙です。 印刷インキには、揮発性有機化合物（VOC）を
含まない大豆油のNon-VOCインキを使用しています。

印刷工程では、有害廃液を出さない
水なし印刷方式で印刷しています。

印刷での環境配慮

用紙での配 慮 印刷での配 慮

住友ゴムグループC S R報告書 2 0 1 3 概要 住友ゴムグループの事業展開
基本事項

■マテリアリティ：当グループのCSR活動の状況を評価するにあたって影響度が高いと考えられるテーマ

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
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ー
に
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重
要
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報

住友ゴムグループにとっての重要情報

◎CSRガイドライン「GENKI」の5項目に包含される13指標　　　◎ 　は重点報告で取り上げたテーマ

教育・啓発

⑫ステークホルダーとの対話促進

⑦人材育成と働きがいの向上

⑧安全で働きやすい職場づくり

『 取 引 先 』

『消費者・顧客』

安全・衛生（リスクと安全対策）
人権・労働（労働時間と賃金）
公正な取引（SCMの観点から）
マーケティングコミュニケーション

『株主・投資家』情報の開示

⑫ステークホルダーとの対話促進

『 取 引 先 』情報の開示および管理
公正な取引（組織と仕組み）
人権・労働（各種ハラスメント）

地域社会への貢献

⑬社会貢献活動の推進

経営マネジメント

⑤環境配慮商品の開発

⑥「安全・快適」「経済性」「品質」の追求

①森づくりを通じた地球温暖化防止への貢献

②森づくりを通じた地域との交流

④グローバル環境経営の推進

⑨ワークライフバランスの推進

⑩コーポレート・ガバナンスの充実

⑪コンプライアンスの徹底

③ CO2排出量の低減

■ 読者対象

住友ゴム工業㈱、ダンロップスポーツ㈱の国内6工場を中心に一部、国内外の
拠点や関係会社

■ 対象組織

●GRI（Global Reporting Initiative）「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第3版」
●環境省「環境報告ガイドライン2007年度版」

■ 参考にしたガイドライン

2012年度（2012年1月1日～2012年12月31日、一部期間外の情報を含みます）
■ 対象期間

2013年6月（次回発行予定：2014年6月）
■ 発行日

報告書に対する客観的な評価を取り入れていくために、識者からの意見を掲載し
ました。（P46参照）

■ 第三者意見

 編集方針

報告事項について
　本報告書は、ステークホルダーの皆様が当グループのCSR活動の状況を評価す
るにあたって影響度が高いと考えられる重要情報（マテリアリティ）を取り上げていま
す。マテリアリティは、当社が2011～2012年度に実施した各種アンケート調査※の結
果をもとに選定しています。


